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ミュンヘンには審判員も 

V ……火とホが乱舞する夜をに浮き出た 
「ムニ ッヒ (ミュンヘン〕 ごの電光文宇 

-メキシコ*ホリンピックのフィナ I レ 

を飾るこの光景を世界の人々はさまざまな 
感がいで見ていたことだろぅ。 

とりわけ、ハンドボ—ル関係者の胸中 
は、期待と希望に補ちたものであったにち 
がいない。 

一九 S 六年のベルリン大金城来が年ぶり 
に聖火の下でハンドボールが巧われるとい 
ぅニュ I スほど世界のハンドボール界を明 
かるくさせたものはないのだ。 

どこの国も、そして誰もが、その立ち場 
々々で来るべき一化た二年への抱負を新た 
にしたことだろぅ。 

V ……日本協会も觸案の選手強化が策本部 
が発足し活発な動きを示しはじめた。頰征 


しいことである。 

ところでミュンヘン大会をめざすのは、 
なにも コ— チであり選手ばかりであるとは 
限らな.い。 

あらげるハンドボ J ル関係者はこの抓年 
ぶりに訪れた好機に、これまでの研さんの 
成果を示そぅと意欲を燃やしているのだ 
が、とりわけ審判員にとっても、オリンピ 
ックは正に"一世一巧の槽舞台"であろ 
ぅ。 

忍耐力と研究ムを常に要求される審判員 
は決してヮリのいい役目ではない。しか 
し、ホー ケストラの 指揮者にたとえられ、 
ドラマの满出者にたとえられる審判員の努 
力にも、陽の当る時が来たのである。 

▽ ……いまだかって世界選手権に参加を要 
請された日本人審判員は一人もいない。だ 
からといって日本の審判技術が劣っている 
のでは決してない。 

西ドイツも、ル I マニアも、フランスも 
日本を訪れたョー ロッパ チー ム は、外ム父辞 


令ではなく日本の審判員め正確なジャッギ 
を賞讚していた。 

にもかかわらず、世巧の舞ムロを踏めぬの 
は、本場ョー ロッパから遠距離であるがた 
めに、国際的な実績をつむことがなかなか 
できないからである。 

来年はスペィンで IHF 主催の国隙審判 
離習をが蘭かれる。こうした槪会を逃さ 
ず、日本の審判員が一人でも二人でもミュ 
ンヘン-ホリンピック要員にリストアップ 
されるよう 日本協会でも穂極的な対策を講 
じるよう 切望したい。 

「全日本選抜」に 
多数の観客動員を 

V ……恒例のっ全日本選披」が近ずいた。 

今年の金国大会の成績などをもとに選び 
出された男女8チ ーム による激突は、いわ 
ばハンドボールの「日本リ I グ」であり、 
事実、毎年関係者の間でも好評をはくす啟 
戰がつづき、その実績によって、今や年末 


を飾る国巧スポ！ッ界の大きな巧事にまで 
成長している。 

ところが、そうした内容の高さに比べ、 
PR 不足のせいか観衆の動員はいっこうに 
"伸び*ボみられず、.コート上の熱気にお 
してその スタンド 風景は寒々としている。 
V ……『アマチュアなんだ。お客さんの入 

りなどは . .』という考えかたもあるのだ 

ろうが、これは ヵラい ばりにずぎない。 
よい試合を多くの人に見てもらう努力を 
"巧巧的"と呼ぶのはとんだ思いちがい 
だ。むしろこれこそ"普及"の第一歩なの 
である。 

ハン ドボー ルは発展したとはいえまだ 
まだなじみのある競技ではない。日本協会 
ボもっと一般の人々に巧し"見せる努力" 
"親しまれる努力"を示さないかぎり、い 
つまでもスタンドはガラをきのままであろ 
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ざん巧な感覚と企画が今年こそ盛りこま 
れるよう期待したい。 ( S ) 




























年内に"全日本候補". ( I が纪発表か 

地方協会などにも推せんを依頼 


あ発ちの運手強化が策本部(本 
部長-荒川清美日本協を a 事長) 
では W 月化降 2 回の委員会をおき 
1年3ヶ月をに迫った男子の世界 
運ま権とミュンヘン.オリンピッ 
クにかする同本部の基本的な姿势 
などについて話しあいを巧った。 

巧巧はじめての、しかもを大な 
ち望をになってのスタートだけに 
各委員の発言も意欲的特にナショ 
ナルチ I ムの選手は、出来るだけ 
多くの資料と範囲に基いて選考さ 
れたおお選手のなかから、厳選し 
てホをすることが要望として化さ 
れたようだ。 

これは、男子に限らず女子につ 
いても同ようの線を打ち出すこと 
になるわけだボ、とりあえず男子 
に関しては、同本部^^化の"目" 
による有力适手、有望選手の発巧 
を早急に巧うことになり、を県協 
会に巧して候補還手の推せんを依 
頼するほか、全日本学生連强、全 
日本ま業団連盟の両加盟団体から 
も候補還手の推せんを受けること 
'になった。 

このため、同本部では U 月 U 日 
にお W 本部長をで、関係者にあて 


て「推せん化頼状」を発送した。 

推せん資格は、今回は男子のみ 
で、実業団、教職員、大学、クラ 
ブ ( 一お)チ I ムの日本協会正規 
登録者となっている。発送された 
依頼状は『日本ハンドボールナシ 
ョナルチ I ムメンバー候補運手推 
薦 力！ド』 とょばれ本人(彼巧せ 
ん者)のま庭環境を含んだ諸調 
査、巧歷のほか『、心理診断力— 
ド』『は術診断カード』『体力診力 
お—ド』の 3種の調査書ボおかさ 
'れて'いることが注目される。 

時に『、む巧診断カード』と『が 
術を断力—ド』は巧せん者あるい 
は所属チーム責任者が記入するい 
わゆる"考課ま"だ。 

『、む理を巧カード』は扣練習巧 
きかの忍耐力の競争、む W 勝 
負強さの責任感脚協調巧の 
な巧を脚あボり闽プレーの， 
読み》の能力、の9項目。 

『巧術診断カード』は出基本な 
術の戦術めプレーが総合判断 
の3項目があげられ、選手のを巧 
的な調査が希望されている。 

これらの資巧は、 U 月 W 日まで 
に同本部へをりかえされることに 


なつており、荒川本部長は『一二百 
人おく推せんされるだろう』と見 
ている。 

これらのデ I 夕 I によつて同本 
部では年巧に書類訟衡を巧つて早 
ければ年内、遅くともがを早々に 
約がをの「ナショナルチ—ム候補 
選手」(仮称)をお表する予定。 

運手強化が策指導委員の話を協 
合する と、 書類詰衡の基準となる 
のは今年度各大会(特に全.国大を 
ブロック 大会〕の成績という こと 
になりそうで、そうした実績ボス 
ちしている無をのプレィヤーでも 
長身選手な'どは、さらに同本部か 
らおせん者へ問い合わせをくりち 
し，巧れた人材"のスカウトにも 
方全をつくず。 

この W 名(予定)が、昭和が年 
2 月フランスで關 かれる第7回世 
界男モ7人制選手権出場のを日本 
巧表候補になるわけだが、現在の 
情勢から推して、ミュンヘン•才 
リンピック第2.な強化候補選手 
(を•第1次は昭和^年8月、中 
共ナショナルチームの来日に隙し 
て男子！？人が発表され、このなか 
から巧人が昭和料年1月の第6回 


世界男子7人制違手権のを日本け 
表となった) に 同時指名されるこ 
とはまちがいなく、慎重な審査を 
望む声と ともに、 その成果に大き 
な期待と注目が集っている。 

なお、同本部の意向では、候補 
運手が出そろったおとは、早急に 
強化計画をわりあげて、その線に 
そった指導を進めていく方針だが 
来年度に予まされる国隐試合など 
の全日本代表はずべてこの候補透 
手のなか.から選拔されることにな 
ろう0 


大崎電気が欧州遠征計画 

■大崎電気工業•渡辺和美社長 
(日本協会副会長)はこのほど’ 
同社男子チームを来年4月から5 
月にかけて、ルーマニアへ遠征さ 
せる計画のあることを明きらかに 
した。 

体協評議員に西副会長 

日本協会では体協評議員に西敏 
郞副会長(慶大出•全日本学連会 
長)を新任した。 

これまでは前会長の節木達雄氏 
が、会長辞任後も後任が決まらね 


ままつとめていたものである。 

r 公認審判着」できあがる 


かわてから、日本ハンドボール 
協会審判委員会で試作していた八ム 
認審判着ができあがった。 

これは四十二年十二月に聞催さ 
れた審判部合同委員会で 「 B 級0 
上」の審判員は必らず證巧するこ 
と、 「 C 、 D 級」審判員は希望す 
れば着巧できるといぅ決定にもと 
ずいて新しく制定され たもの。 購 
入について審判部では次のよぅに 
希望している。 

一、見本を一揃各ブロック奢判部 
長宛送ってあるので希望者は各都 
道府県協会おてに送っておる註文 
票に必要事項を記入の上各県協会 
でまとめてお申し込むこと。その 
場合、「控」は貴協会で保存し、 
註文票と同がに現金(ーセット 
一一、五00円}を同封すること。 

一、納入については註文票名簿、 


サイダ、現金照合などがすみか第 
一括して各都道府県協会責任者あ 
て送ります0 ’ 

一、審判着はーセット単位で申し 
こみをうけまず。ーセットとは審 
刺着、パンッ、ストッキングの3 
品で、サイズは 「 L 」「 M 」 のみで 
す。なお、 「 L 」「 M 」 が合わな 
いかたは「特註 LL 」 を申しこん 
で下さい(註文にょり製作) 

また、審判部では、審判用シユ 
I ズ についても 受注ず ることにな 
り、 をしこみをうけている。- 

これは革製黒色で、サイズは二 
一】•五センチから二わセンチまで 
の各種。価格は各サイズともニモ 
円。受注後に制作のため軸品まで 
に時間がみ々かかる ということで 
ある。 
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全日本教職員連盟(仮 S 結成へ 


議を開き、その席上で、連盟の発 
足に必要な規約の制定、人事など 
の問題について、討議し、来春よ 
り、連盟がスムーズにすべりだせ 
るように準備を行なう予定。 


この連盟が結成されると、日本 
協会は四つの連盟をもつことにな 
る。この連盟の下に教職員組織が 
強固になり、ますます発展してい 
くことを望みたい。 


複審制採用に関しての 

審判講習会予定さる 


かねてから連盟組織の設立が望 
まれていた教職員チームの連盟の 
設立準備委員をボ U 月 7 .8 日清 
水巿で開催されることになった。 

従来全日本規模の大会をもちな 
がら、組織のないため、大会日程 
の決定が盛れがちであり、またそ 
の間の連絡などについても十分で 
ないうらみボあ.った教職員関係の 
組織として設立が関な方面から望 
まれていたを日本ハシドボ I ルを 
職員連盟(仮称)結成の動きが今 
夏から具化化しはじめていたが、 
ちに今回、文部省から国体縮少と 
いう方かボうちだされ、国体教員 
の部を夏季大会に移すか、文部省 
主催のを国大会にするかという具 
体策が提示されたこともあり、こ 
ういった方向に対処するため、全 
日本教職員の化激がどうしても必 
要になってきたため、よりその結 
成が具体化した。 

準備委員会は山田計日本協を常 
お西事、片瀬喜けを静岡協を理事 
長などボ中、むになって、を国9ブ 
ロックから 推薦を受けた委員によ 
つて、開催される。 

これら 各 ブロックから巧 磨され 
た設立準備委員はじ月 7、8 日に 
清水ホに集り、同化で第一回のを 


々回の IHF 協会のホ定で規則 
のをちがなされたことは別掲のと 
おりであるボ、この中で、もっと 
も大きなことは復を制の採用であ 
ろう0 

IHF の総会決ををうけて 、I 
HF 規巧委員をはかわて数ヶ国に 
ほ頼して検討してきた結果と、自 
ら国隐審判講習会で除討してきた 
Jg 果をあわせ、まとめて、複審制 
施巧のおのあり方を示す「複審制. 
規範」というべきものを示した。 

日本協会審判部では、ことの重 
大をにかんがみ、この規範につい 
て、早速検討をはじめている。 

口月中旬には、東まで、プロッ 
クま判部長会議を開き、細かく復 
を制についての問題を検討し、来 
年度の実施を前にして明年早々を 
までま判員中央講習会を開き、複 


審制の詳細に関し、講習をするモ 
定にし準猫を進めつつある。 

大体の複審制の巧をは、二人の 
を巧が図のように動き、それぞれ 
が対等の権利をもち、自分のをえ 
る範西について、責任をもつこと 
になるボ、二人ボ管理することに 
なるのだから、二人の意志の疏通 
が図られなければならない。 

この制度が採用されることにな 
れば巧来のゴールジャッジは廃止 
されることになる。 

A レフユリーは 図の実線の よう 
に動き、右側のチームのホ撃のが 
には、左側のコートに入り、巧来 
の レフエリー のとって いたような 

動きを し、 試合を管理する。右闽 

のチームがずっている時はゴール 
ポストの側にたち、自由に動きな 
がら、ジャッジする。 



B レフエリ I は点線のように動 
き、 A レフ卫リーと同様に動き、 
同じようなジャッジをする。 

據上が基本的なが態になる。 

二人で審判が巧なわれるのであ 
るから、十二かの規則解釈の統一 
同様の運動能力、同一の性格など 
ジャッジの統一を考えなければな 
らない飄題が多い。’ 

こういったことの解決にはなる 
ベく 多数のレフ卫リーが一堂にを 
することがお要となろう。 









確れでくださ t Mikasa 


正確さ、そしてダイナミックな彈性ヒ HAND BAIL! 

巧群の而ホ义な-世巧■じ誇る< ミカサ> 


日本ハンドボール協会おを巧 

明星 IT 厶工業ががさ社 

広島. 東を-大阪-ネ言岡 


複審制採用決定 

— IH F 公報ょり— 


..去る8月加日にアムステルダム 
で行なわれた IHF 絕会の決を事 
項が IHF 公報にょって、送られ 
てきた。 

内容はすでに荒川理事長の談話 
などで述べられているが、正式な 
通知に基づき、ここに紹かするこ 
とにする。 

今年の第 4 回女子 7 人制世お選 
手権問題、ずでに本誌前号に紹介 
した執斤陣については省略するこ 
とにする。 

競技委員会も金員留任 

執行陣は既報の通り金員留任し 
たが、競技委員もを員留任した。 
▽技術委員会委員長 H ミール. 
ホルル (スィス〕、 v 技術委員 ア 
クセル■アーン(デンマーク〕、マ 
リヤン•フランダー ( ユーゴー ) 
ヨアン•クンスト(ル1マニア) 

ジ I グフリ ] ド • ぺラィ(西ドィ 
ツ〕、ルネ•リキヤール(フラン 
ス〕、クルト•ヮドマーク(スウ 

ュ I デン〕 

U 人制男子世界運手権は 
西ドイツで 

U 人制ホモ世界運手権は西ドイ 
ツで来年開かれることが再確認さ 


れた。これには、米.国、 オースト 
リー、ホランダ、スイス、ポルト 

ボル、西ドイツがかなくとも参加 
ずるものと見られている。 
1970年の男モ7人制 
世巧選手権の再確認 
1970 年の世界運手権は行な 
ぅことが確認された。詳細な 19. 
69 年の春に巧なわれる予定の競 
技委員を、巧事会で決定される。 

国際審判員講習会はスぺ 

イン、コ I チのためのシン 
ポジユ I ムはスウエデン 
19 6 9 年わ国際審判員講習会 
はスペインで關催が決定された。 

また各地から期待されているコ 
I チのためのシンポジユームは L 
970 年にスゥ H 1 デンで 開かれ 
ることが決定されている。 

1970 年の総会については、 
多くの国が立候補しているので、 
おいぅちに理事会で決定ずること 
が確認されている。 

イタリー、レバノンが 

新加盟 

イタり一、レバノン協会が新し 
く加盟を許され、 IHF 加盟国は 
むケ国になった。 


また、ィギリス、上ボルタ、力 
メルーン、コンゴブラザビル、コ 
ンゴキンシサナ、クエィト、リビ 
ア、マダボルスカルの8ヶ国の仮 

加盟が承認された。 

規約の改正は選手の条項 

第が条に2が新設、 I 扫 F が失 
格とした選手は、その所属国でも 
同時に失格となる。同様に巧属国 
で失格とされた選手は IHF でも 
失格とする。 

第が条に2項が新設され、従来 
の 2、3 はそれぞれ 3、4 とな 
る。 

スポーッの権威によって罰っせ 
られた邁手は、2年たたなければ 
復権しない.ことにな，った。 

競技規則改正 

1条2ゴールはな来木、で作ら 
れていなければならなかったが、 
同様のが料ならば構わないことと 
なった。 

3条 L 1チームは U 人(内ゴ I 
ルキ！パ12人〕によって構成さ 

れ气 

巧条1兢技は二人の審判によっ 
て管理される。 

これにともなって、4、5、 

U 、 53に変更がでてきた 
これは非常に大きな変化であろ 
う。 

撕X靴 m 正式の大きさに 
世界選手権規定及びョ I ロッパ 


力.ップ規をについても手直しが加 
えられたが、このうも競技に直接 
関係ある-ことは、グランドの大き 
さが明示されたことであろう。 

従来、マチマチであった世巧運 
手権のダランドの大きさが統一さ 
れた。日本では現行のままの大 
きさなので変化はないことにな 
る0 

また従来あいまいであったョー 
ロッパ杯の一回戦もはっきりと、 

チ I ムを越えた場合には、必ず 
予選を巧な うとして 明文化された 
これにょって、一回戦か予透かと 
いう問題が常についてまわってい 
たが、その問題も解決されょう。 

今回の総会で、もっとも大きい 
ことと いうのは、世界選手権、ョ 
1ロッパ杯の中止であろうが、複 
審制の正式採用という大きな競技 
規則上口改正という こと もとられ 
てぃる。 

オリンピックに関しては、男女 
開催を要望ずるというだけで、男 
子 W チームになるか、男女8チ I 
ムになるか、男子 W 、 女子8チ I 
ムになるかの結論はでていない。 
いずれになるにしろ、 1970 年 
の男子世界選手権ベスト 8 に 19 
72 年のオリンピックの参加権が 
与えられることは確実である。 

このためには勝っことが必要で 
ある。 





流会した二つの全国会議 imWi ) 



A の月初旬な井巧髙浜町に招 
集された全国評議員をと全国理事 
会がいずれも出席者及び委任状ボ 
規定おに達せず流をとなり、詰合 
いの場にをってしまったことは巧 
巧に大きな反響をよんでいるよう 
だ0 

全国評議員をはこれまでにも何 
回か流を寸前となり、.出席者の少 
ないことでは定評 (？) があった 
のだが、今回のような事態ははじ 
めて。日本協会では同会議に提出 
を予定していた議案を文書で発を 
し承諾をホめて"議決，すること 
にしたようだボ 、ミュンヘン 問題 
をはじめ巧ルに解決.谅議すべき 
問題ボ山積しているが期だけにこ 
のよ.うな状態は好しくない。 

¥……を組織の評議員はスポ—ッ 
に巧解のある地元の名±ボ大半 
で、それだけに公私両面で繁忙な 
かたボ多い。『地方での会議など 
には とても 出られませんボ…』 と 
はじめ，から，権限放棄"で就任さ 
れる人もかなりの数だ、と聞く。 
日本協会規約(を掲)ではその補 
てん手段として副会長に巧理出席 
の権利を与えているボ、この点が 
あまり撒底されていないのも問題 
であろう。 

A . 評議員側からの注义もゆな 

くない。「平生どのような活動を 
している のか、その ィン フ オメ 1 
シヨンボ少ない」というのはなか 
でも強い声だ。『どうも加盟金な 
どの督促状ばかり舞いこむようで 
すナ』というを長るもいる。 


現在、日本協会では常巧理事会 
などの議事録をキ巧かまとめて報 
告しているようだが、これをその 
つど送がし、執行部の動向をたえ 
ず®絡するといった方をも考えら 
れてよかろう。 

WV 全国理事会が流れてしまっ 
たのもをしい こと だ。 

『気にはなっていたが時間の都 
合がつかなくて』というのボ大部 
かの欠席の弁だが、「国体に便乗 
すると辺ぴな場所になることもあ 
るのだから全国理事会はあずを京 
で」という意見も多-い。 

ともあれ、巧巧の施政に影響す 
る二つのを議ボ成立しなかったこ 
とは巧由はどうあれあまりにもル 
—ズだ。 

-いささかその運営-企画面ボ動 
脈硬化症状の日本協会で、年に1 
〜2度という貴重な会合を無為に 
をらせてしまったことには反省を 
ホめる声ボ大きいし、協会規約の 
を面的再お討の動きもこれでいつ 
そう強くなりそうな雲巧きだ。 

§ 

(を)日本協な思あによれば評議 
員会と理事会は過半数の化巧をも 
って 成立し、議事は化お者の過半 
数の同意を経て決定する(第7を 
3項並びに第9を2項) 

なお、評議員は文書をもって他 
の評議員に権限を委任する こと ボ 
できるし(巧7を4項)、を組織ま 
たはを加盟団体の副会長(高体連 
の場合は副部長)を評議員会に代 
a 出席させる ことも 化来る。 








•大崎電気—全立大 、田 村結 1 大崎電気の争いか 

(男 子) (女. 子) 

——第巧回全日本選抜選手権近づく—— 


第巧回全日本選なハンドボ—ル選手権大会は NHK 後援で 
巧月化日(か：！〜日(日)までの5日間、千默ケをの東京 
体育館にがいて開催される。出場チ—ムが別表のよぅにホ定 
したが、全国から選抜された強嘉揃いで連日熱戦が期待され 
る。(扣日5^時^ W 時 NHK 教育テレビでか映予定) 

大妄は55日〜 W 日の3日間は、が時から各組に別れての準 
ホ勝りーグが行なわれその上位2チームによって、 U 、 扣の 
両日は U 時 W 巧から決勝リーグが巧なわれる。 


お， I 異モ A 組で、まず決 

^ . : J 勝戦に進むと考えら 

れるのは、大略電気であろぅ。飯 
.西、お森、旗野の加入によって、 

チ ー ムカにぐっと厚みが増した。 
ベテランと新人の呼吸ボあい、怕 
野、お藤の好リードもあり、 GK 
福本の好守.も含め、守備陣もきわ 
めて安定している。 

ついで有力視されるのは日体大 
であろう。 GK 本田の巧ずは定評 


のあるあるところ。ず備陣の ツメ 
も一流だが、攻撃が調子のおい時 
はをいが、を定度にかけている。 
このあたりをめつきり力をつけた 
中大、上り調子の大阪ィ—グルス 
がつけば、決勝リーグ進出も可能 
であろぅ。 

男子 B 組はを立大の進化はまず 
堅いところであろう。現役の立大 
.もきわめて安定した力を誇ってお 
り、これに OB の木野、化村が加 
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わり更に安定度はまそう。艦合選 
手権でもきわめて安定した力をし 
めした。これに続くのは、秋のリ 
1 ダ不振であったとは云え、力を 
もち選手権試合には、きわめて強 
い芝工大でおろう。一一一景、埼玉教 
員は芝工大の不調につけこむとこ 
が決勝リーグ進出の道となろう。 

結局、破訊なく進めば、優勝は 
大崎電気—全立教の争いと なろ 
う。総合では全立教が制したが、 
お森の加入、 ネデフ 氏の コーチで 
大崎もチ J ムカが上昇している。 
白熱の一戦と なろう。 

かモ A 組の田村妨の決勝進おは 
まず堅い。これを阻むチームは見 
当らない。なにどこが決勝リ I ダ 
に進むかはきわめて興味深い。重 
樵が一歩先じているように思われ 
るが、日体大、菊池農高がこれに 
どうからむかが焦点になろう。日 
体大が觸合で見せた'瞻い下りを見 
せればある.いはの場面もあろう。 
菊池農がもつている自信も固くな 
ることがなけれは、あるいはとの 
場面もおころう。両チームの健斗 
を望みたい。 

女子 B 組は大崎、三菱の決勝進 
出は固いものと思われる。現をの 


中京大、東女体大の力ではこれを 
阻む ことは 無理のようだ。大崎. 
三菱は東京選手権で大嘘が立ち上 
りの速攻を利して、勝利を握つて 
いる。 若い三菱が この 敗戦を どの 
ように処理しているかが問題だが 
大崎が一歩先じていよう。 

優勝は大崎—田村で争われるこ 
とになろう。大崎はチームカがあ 
がつており、田村統も国体の苦が 
から立ち直つていると考えられる 
ので両チームの争いはきわめて巧 
味深いものとなろう。勝敗はその 
日の調子ということになろう。 

爲本〕 

- 選 ^|1{' 経邑 | 今年度も運考はかな 
1 I り難行し、四日間も 
議論が続けられ、決定に至つた。 
その間、十ニチームにずる案、六 
チームにする案等々の案も提出さ 
れたが、結局八チ I ム案に まとま 
つた。まず運抜大会のを格自体の 
議論に移り、現状に於けるべ スト 
8 とずるるか、各種別の上位チ I 
ムによる大会とずるかについての 
討論があり、理想は現状に於ける 
ベスト 8であるが、そこまでは今 
年はいけないので、理想の線に少 
しでもおづけるようにずることに 
なつた。そこで昨年より、最近の 
成績が重視されることになつた。 

その結果、各疆別にまず本年の 
ワクを 考え、その中から実業団、 
学生、教職員別に選考ずることに 
なり、男子は実業囲2、学生4、 


教職員 2 といぅことにな り、それ 
ぞれ各禮別から考えられ別掲のチ 
1ムボ決定された。 

各種別の大会1位はそのまま、 
推薦ずることとし、全立教、大崎 
電気、日体大、靖玉教員がまず推 
薦され、ついで実業団からは、国 
体2な、実業団3位の一一一景が、学 
生からはインカレ2位、總合3位 
の芝浦工大、.現今の関東学連のレ 
ベルの高さを考慮に入れ、春秋と 
も関東学連3位の中央が推薦され 
ることになった。教職員は国体教 
員の部1位、教職員2位の大阪イ 
!グルスが推薦されることにな 
り、8チームが決定した。. 

女子は実業団5、学生2、高校 
1とし、実業団から本年度二冠の 
大洋デパート、田が肋、大崎電気 
、三菱鉛筆、東京重機がお廳され 
ることになつたが、大洋デパート 
が辞退したため、ブラザーエ業が 
代って推薦されることになったが 
、これも都合で辞退することにな 

った。 

また、学連からは、本年度 イン 
カレ 1、2位の日体大、中京大が 
推薦された。高校は今年度抜群の 
力を見せて、 インターハイ、 国体 
とも大差で優勝した菊池農高が推 
薦 されることにな った。 

大洋デパート、ブラザーエ業の 
辞退にょって、インカレ3位の東 
女体大が推薦され、別掲の 8 チ I 
ムが決定した。 ( F 〕 
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国体における 

高校選抜編成 

の諸問題 


今年の国体から高校部門 
も選抜(あが〕チームの出 
場が認められるよろになり 
男女あわせて W 県が巧規程 
をさっそくな用した。 

その結果、男子は全静岡 
が兵庫選抜を破って巧優勝 

女子はベスト4のうち一二 
つを"選は軍"が占めると 
いろ成まをあげ関おちのを 
目をあびた。 

おい将ホに予想されるジ 
ユニア•ナショナル結成の 
足がかりになるものだ、.な 
どとその反響も大まいが、 
編集部では国体出場をまし 
たを県監督にその経過など 

を聞いてみた。-(到着 

順に掲載) 


静岡県(男)の場合 

〜をの優勝まで； 
.平岩 魁 

これまで東をブロックにおい 


お台、中京(中ま巧}.などの愛知 
势にがれ、国体に出ることができ 
ず無念の涙を流し、だ倒愛知を目 
標に県協をが一丸となり選手強化 
に力をいれたかいあって今年は一 
般女子を除く4部門が出場権を得 
た。 

標留にそって、.高校晃モのチ I 
ム編成か b 優勝までの経過をたど 
ってみたい。 

運ほにするか、これまでどおり 
単独校にするか最初に論議された 
のは4 另 U 日の県協会絕会及び常 
任巧事会席上であったが、結論を 
得ず、次回の常巧巧事会に持ちこ 
された。 

なにぶん初めての試みでもあり 
を易に結論の出る問題とは思わな 
かったが、予あな上に難しいテー 

マであゥた。 

結局、5月烈日の常任理事会で 
高校男子はもとより他の4部巧も 
すべて「県選抜」を編成する大方 
針ボ決まった。 

『強いチ I ムを造る』といぅ意 
見が他の一巧の意見に優先された 
わけで、還な方法などについても 
かのよぅにみめた。 

1、国体は県選あによる「を静 

岡」を5部門とも結成する。 

(尾抜にした場合のちボ、より 

強カチ I ムボ結成出来る理由) 
2、県結合体育大会上位四チーム 

により国化県予選を斤う。(ち 

スポ I ッ及びを地区大会の成績 


も参考にする} 

3、 国体県予選優勝チ—ムを主体 
にして編成する。 

4 、 選手選考は優勝チ I ム監督を 
加え常任巧事会で巧う。 

日、監督 * コ ^ —チ •マネージャ-— 
の人選を行う。(監督は常任巧 
事ょり人選する原則) 

▽日月巧.；5日県摇合体育大会高 
校の部(於静岡農高〕の結を请水 
商、浜松 南、静岡 東、 一一 一島南の四 
校が国体県予選出場権を獲得し、 
大会までをチーム単化で練習を巧 
うこと と 優勝チーム(清商) は 全 
国紹体及び東お総体に二位(をあ 
南)は東お摇体出場がみちす。 

▽ 6 月 M 日-東あ総合体育大会ボ 
岐阜西エ高で巧なわれ清水商が中 
を(愛知〕を降して優勝。お松南 
は3位に人り、この両おの活躍は 
われわれに大きなホ望をちえた。 

▽ 7 月 W 日-国体県予運について 
監督、主巧会議を巧う。 

▽ 7 月如日から広島で開かれたィ 
ンターハィで清水巧は1回戦で下 
関中央エと巧戦してかれた。ポス 
トプレ I にこだわりすぎてチャン 
スをのがしていたことを反省。 

▽ 8 月 U . じ日■国体予運(選手 
還考会)を清水商ら前記 4 枝にて 
行い、ただちに選手面編成を斤う 

監督に平岩(富±高教員-県常 
巧理事、高体連部長〕、コーチに 
渡辺(清水商コーチ)をかを。 

予透を優障の清水商から森巧、 


を崎、杉山英、望月、肢辺、杉山 
昇、池田の7をを決めたボ 、そ. の 
化の選考は難が。結局、変則シユ 
—卜の長谷川(おが巧)フユント 
及びクィックシユートの片山(お 
が巧：^ ロングシユ I ターの杉山広 
(静岡東} GK の巧村(お松南〕 . 
と各人の特徵をいかして遲巧す。 

なお、県立吉原高浦部巧夫巧長 
(県高か連副を長.東部地区、地 
区長)の巧意にょり出場ほ々長に 
事前に連絡していただき了解をえ 
る。(選手遥抜決あについて) 

▽8 月 W 日-国化ま海地区予選、 
県監督、コ！ ナ あび出場校顧問会 
議を開き同協をを化としての合宿 
日程及び揉習を場、練習試合、お 
あ巧、•経費等につき意見調整を巧 
ぅも、 まず東あブロックに勝たな 
ければ本大会に出場出来ないので 
第一次合をに全力をつぎこみ、チ 
1ムヮークを 主として、練習試合 
を豊官に巧い。透手の特徵をいか 
す ことに 中也点をおく。 

▽巧ーホ強化棵習 (8 月口〜？3日 
が清水巧)清水、静岡巿巧にな住 
する生徒が多いためお松南高生は 
市内に宿®させ他は通学させ午前 
午を二回にかけで、一般男子(を 
静岡}や節岡教員、ホ静中の慶巧 
大、羽水高(お井)などと練習試 
.合。これが強化に大いに役立つ。 
また清水商一、二年生の献身的な 
協力もみのボせない。 

▽ 8 月 M 、 巧日-愛知県体育館で 


東海地区予遥会が聞かれを知け表 
中京に W — U 、 岐阜代表-加細に 
W — U で勝ちついにを願の国体出 
場をませた。本大をまで選手は各 
校に巧して練習とホめる。 

▽ 9 月6日一般巧•教員■高校男 
.女の監督クーチ会議を開き第二 
な齡化合宿日程について検討し 
た。 

結団式•出発時間■経費等の調 
整もを っで 県協を長斎藤敏么氏.の 
'激励をボあり一同大いにくつろぎ 
栄養補給をする。. 

▽ 9 月 W 、 巧日-お井県遠征試 
を。羽水高が春夏二回清水市にて 
合宿を巧い。その関係もあり巧井 
県ハンドボール協会の巧意により 
髙校男..ホ経費一切地元負担で巧 
待して下さるとのことで監督、運 
手一同よろこんでやかける。 
▽第二な合宿 (9 月过〜巧日〕の 
日結団式にを員参化し、県知事よ 
り県旗の巧与をうけ、新しいユーー 
ホーム、ズポン、頃子等をまおさ 
れ、気せを新たにする。又教員 
団、ま田定静氏(おを室局教昼ボ 
県涅手団のが手をつとめることに 
決をし、関係者にとり大いによろ 
こぶと同時に、なんとかしなけれ 
ばと、おたがいにちかいあう。市 
巧にてを宿浩商一•二年生、あ員 
団、一が巧子と練習試合を巧い最 
をの調整を斤う。 

▽ 9 月如日■化発。県運手団と国 
体臨時列をに乘車し十五時着、コ 









—チに運手の練習をまかせ監督巧 
表者会議に出おする。そのあと旅 
館にて選手とミーテングを斤ぅ。 

選手は高が時けの思い出に総合 
開をまに参加を希望するも摇監 
督、監腎、コーチと巧誤のお巧な 
下の巧由にょりがをさせ、コーチ 
にまかせ十一人のみ残り練習させ 
る。そのかわり巧々と補欠還手が 
け表で参加する ことにした。 その 
巧由は化の2点である。 

①くじ運がょく一回戦不戦勝のた 
め十月一日摇合開会式、二日開始 

まとなると中二日練習ボ化ホな 

、〇 

V 

⑤巧複(ホの時間及び待機時間〕 
時間、十一時間で遥手ボ疲労する。 

との理由で勝っために我慢させ 
る、そのかわり帰路天の橋立、京 
都を回ることを約束する。 


試合成績は左の通り一'戦一戦苦 



戦の連続で決勝戦等は 第二延長ま 
で巧い、二転、！一一おしてやっと勝 
利をつかむ、(を-試合記録は本 
誌前号参照) 

試合を了の 「ホィッィ スル」が鳴 
った 時、苦しい斗の連続と同時に 
運手の健斗により優勝の栄冠をか 
ちえた喜びが複雑に脳祖をかけ 
めぐる。 「ヤッタ J と 云う実感が胸 
にこみあげてくる。片瀬総監督、渡 
巧コーチとだきあってよろこぶ。 
応援にかけつけてくれた、副島清 
商ほ長、県ホ協本部役員.その他 
県一お男子.教員.高校みモ遇手 
一同涙を流して、わボ ことの 様に 
喜んでくれた……。 

帰静した W 月 M 日、県体協主催 
の解団式にのぞみ知事より賞状、 
体協より記念品み授ちされ栄光の 
あいを巧たにする。 

来年度にそなえ W 月け-孤日富 
±高にて県高校が人戦を巧う。又 
U 月？3 . M 日には県絕合選手権 
(静岡市)、高校地区室内大会等 
試合の連続でゆっくりな省する機 
をがなく。おたボいに試合におい 
まわされている 感じボする。 

なお化場選手の大学進学、就職 
問題等希望ボ達成出来るよう助力 
してあげたい気持でいっぱいであ 
る。(静岡県高沐速部長：！ 

兵庫県の場合 

幸 田 ま 之 

1、 チーム編成 


県予選終了時に話し合いにて痛 
成。選 あと 云うょり補強の巧を と 
った編成巧をである。 

優勝チームの監督一任と云った 
形でそのチーム主体のメンバ I 構 
成である。 

二、練習等について 
当チームの練習は割合いやら 
ず、国体十日前までぐらいは各ほ 
にめいて繰習をやらしコンディシ 
ョンの調整を括に注意した。 

十日 間程の合同(チーム)練習 
で時間めには約一一.時間程度。 

九月はを校共学校巧事が多く練 
習日、時間に制約された。 

練智内をとしてはを礎的なもの 
は除き主として' コン ビネ I ンョ 
ン 、フリ —スロ I 等に重点をおい 
た。 

一二、何故選抜に…… 

当県としては年度初めょり今年 
はこの線では…と語題になり優勝 
校の監督にその権限を一任と云う 
ことに なっていたので急に決めた 
と 云う ことで もない。 

還抜にした理由としてはやはり 
国化出場が目的であるな上勝つこ 
とがホ巧、県内の力としてはブロ 
ック予選には単独校では勝てない 
ことが 明瞭であったし大体の線は 
還あにしてと 云う 気持であった。 
四、今をにおける麗題. 

県協を及び高体連のバックアツ 
プがあってこそ選抜チームものび 
のびと巧習も出来るであろうし、 


各が先生.(顧問)方の巧解も必要 
であろう。運抜チーム編成の条件 
としては、 

ィ、練留に集まる為のが間的な問 
題。(繰習会場校の拒離) 

全県巧より選あした場合練習に 
ま障ボあり連日の練習は不可能で 
あろう。遠あ離校よりは遇ばない 
方が適当かと思う。 

口、晴雨天に、又照明設備等完備 
された練習コートの点。 

時間的に制約される場合が多い 
為凍習開始時刻等ボ不をの為夜間 
澡習に入る場合も多くある。 

ハ、指導者巧の構成内を 
還手に信頼される指導者のメン 
バ I が化ず第一と思う。 

指導者の繰習計画に巧い、それ 
を信頼して練晋に励める様な巧境 
巧態に持って巧く。 

一一、遇手同をの気持(精巧的)の 
とけ 合い。 

一つのチームのが編成であるか 
ら各個人の性格、くせ等を巧りそ 
れを上手に導き乍らチ I ムヮ！ク 
の問題を解決して斤く。(兵庫遲 
抜軍監督) 

，山形県の場合 . 

矢作久茂 

山形の場合は、単独校による国 
体予遇のあと優勝校の監督が補強 
(充)選手を決めることとし、結 
果的には大石田高(優腊校.)に東 
巧ェの GK を加えたにとどまりま 


した。 

を化ブロック予選は大石田高単 
独で出場し、優勝を飾ることボ出 
来ましたが、 FP を混成にすると 
智が間にコンビネ I ションをとと 
のえることが出来ない、と考えた 
のが G 区のみの補充ということに 
なったわけです。 

選抜(混成)にした場合、チー 
ムとしての棟習もなかなか出来に 
くいでしようが、単独のために練 
習も一日平均三時間できました。 

運扳にずるには練習の問題•経 
費の問題があるのでサブキ I パ] 
だけを補強しました。 

福井国体で選抜そームが好成績 
をあげましたが、はたしてチ I ム 
ゲームが選扳にして(高校〕の場 
合よいものでしようか。 

選扳に成ったために色々な問題 
や弊畜がでてきております。 

たとえば東化選手権大会がなく 
なりました。 

国体を觀点にしてかんがえた場 
合ィンタ]ハィ県予選で国体選手 
を決定し早くから練習する事もか 
ん•かえられる、そうすれば県の予 
運会も必要でなくなってくると思 
います。 

そればかりか学校のクラブ練習 
は大きく呼がんでくるような気が 
してなりません。 

たしかに各チームよりすぐれ 
た。素質をもっている選手をピッ 
クアップして練習さえできれば好 






チームができあがることは目に見 
えることです。 

しかし山形県の場合、指導者も 
少なくだれがまとめてくれるか、 
指導するかさえけんとうがつきま. 
せん。 

チーム數の少ない県ほどくるし 


く 成って くるょぅ です。 

できれば前にもどして学校対抗 
にしていただきたい、そぅずる事 
にょってを々な問题が解決される 
と思いまず。(を山形•大石田高 
校監督) 


チ I ムの和調整が課題かそ 


静岡県(女)の場合 
が谷行康 
一、何故選抜にふみきったか。 

ここ致年来国体高校代表権を愛 
かおにとられ^本大会への出場は 
当分あをといぅ消極的が態であっ 
た。 

今迄のブロック予選を見ると決 
勝迄進出しながら、あと一歩の力 
と駒不足の為にが退したヶースが 
多かった。静岡協会としては片顯 
理事長を中ムに何とかブロックの 
難関を突破して国体代表植を静岡 
にと再一二協議を重ねた。幸い第の. 
回国体から選抜チ I ムボ認められ 
る事になったので単独チ I ムに対 
ずるホ練や、舗習の問題、選手の 
掌擾等多く問題はあるがとにかく 
県選抜チームを編成することが現 
時点で目標に到達する最大得策で 
あるとの結論に達し目種別全部を ' 
全静岡とした。結果は4種別国体 
出場と県協会創設脚来の快举とな 
つた。いずれにしても片瀬理事長 


の.執念的大英断であろう。' 

】1、チームの編成について 
静岡は6月中旬にィンタ]ハィ 
予運を巧ない、上な 4 チ I ムを 8 
月じ日の国体選抜選考試合に出場 
させ、そこで協会常任理事と優勝 
チ I ムの監督とで選考した。高女 
はその結果、清商4、城化日、吉 
原5、清女1計巧おを候補選手と 
した。.そして東海ブロック予選前 
'の合宿に参加させ、最終；：：名を監 
督が決定することにした。しかし 
残る4名も対外試合には同行させ 
ることを認めた。コー于には清商 
クの S ブ井氏を決をした。こうし 
て一応の編成をし、遅まきながら 
8 月； 5 日から合宿に入った。まず 
ポジション別の時はを重視すると 
共に、身長の平均をねらうとして 
正遷手を選んだ。そして運手配置 
は FP センタ 12、 .15。、 各1、 
両サイド、各2、ポスト1、〇巧 
2、 にした。学校別では、.清商〇 
巧一、巧！>3、城北. 巧で、 4、 


吉原 • 0巧 一 •巧巧 • 2、 とし 
た。 

そしで、各おジシ ョン 7人は贻ど 
固定して繰習させる ことと した 
が、女子には生理的特性で好•不 
調の波があるので、その対処策と 
して、控には斗志のある、いつで 
も試合に出られる気構へや、ここ 
一発の時点で得点出来るいわ呼る 
勝負感の良い選手を置いた、結果 
は予測どおり大当りであった。 

一二、練習について 

選披チ I ムの恼みは練習であっ 
た。合同練習は限られるし、練習 
時間も会場への移動で充分でな 
く、しかも上、日にやらざるを辖 
なぃ。 

したがって練習の大部分は平日 
の所属校での線習とした。所属校 
での練普はチ I ムプレーは不可能 
の為走り込みとシュ I 卜に重点を 
おかせた。その為選手に、県代表 
選手であることの自覚、課せられ 
た使命等精神面の持ち方を強調 
し、私生活における態度に迄細か 
い指示を与えた。又合同諫習がに 
は、所属チ I ムのヵラーや、個人 
的なプレーは一切出さないことを 
約束し、とにかくはだかになって 
全静岡選抜選手になりきる事を強 
く指導した。したがって、一次合 
宿の2日間は、同化させる為徹底 
的に鍛えた。選抜違手を短期間に 
一体化させるには、最初にきつい 
練習をさせ、お直に協力させるこ 


とが女子の場を、む理的にも良がで 
あろ弓。結果一日目の後半の練習 
でのまとまりを見た。 

全練習を通じ走る事。シュート 
力をつける。合わせ。この三点を 
重視し、他は練習試合を行なっ 
た。 

練習日程 

8月^日〜候補選手決定’ 

8月；5日〜 W 日第一次合宿 
8月^日〜巧日東海地区予選 
9 月 7 日〜 8 日錬習会(東海予 
凄後、初練霄) 

9 月；日〜巧日高浜に遠征 
一般高校女子と 5 試を消化 
9 月处日〜巧日第二次合宿 
9 月 g 日国体出発 
結局ブロック大会、高浜遠征を 
含めて合同練習は延日間ぐらい 
(上曝は約 S 時間〕他は所属校の 
繰習であった。いずれにしても抜 
群のチームヮークであった。 

四、今後の選拔の課題 
a 各ポジションに高をな同ーレ 
ベルの技術をもつ通手を、むらな 
く配置するに.は、その質から考え 
ても単独チ I ムより運抜チ I ムの 
方が良いのは当り前で起る。女子 
.の場合特有の個おと小集団性をも 
っているので各校 3 〜 4 名 3 校ぐ 
らいからしぼ0て選抜ずるのが精 
神的な面や、人間関係から考えて 
ものぞましいと思われる。 
b 家庭生活、学校環境、練習内 
をの異質なものが集るのでこれを 


精神面ではやくなじませ一体化さ 
せることにむずかしさがある。前 
にも述べたが練習の攝合単独なら 
練習場に巧く時間もかからない 
し、毎日揃って練習出来るが選販 
はそうはいかない、次回の輔習日 
迄全く個人にまかせてしまうので 
透手が強固な意志をもたぬとその 
度に最初からの繰返しになり劲果 
があがらない。 

私はチ]ムの編成から、国体迄 
が日間に；2；日の合同練習のみでし 
かもホ子の為、どうなる事かと、む 
配であったが、与えられた期間に 
期待にそうチームに作り上げるに 
は違お選手の摇験や技術のずぐれ 
た面をその度毎に素直に仲ばずこ 
と0 

そして個人のクセをなくさせる 
ことによって解決しえたといえ 
るゥ 

C . 巧人の候補選手から U 人にし 
ぼる場合選手が感情的に不満を出 
ず恐れがあるかもしれない、それ 
に対しては良く状態を理解させる 
必要があろう。同一、同格の選抜 
遷手でおることを自覚させ和を強 
調しを員一般生活では常にサロン 
的ム ー ドにおくことが重要であろ 
50 

d 監督.コーチの問題もある。 
単独チーふなら楽であるし高校生 
は監督の言は絶对的に受けとるだ 
ろう。しかし、違抜チ I ムとなる 
とむづかしい、監督が選手から全 
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面的に信頼されるには、技術-作 
戦.経験が豊富なことと、特にか 
子の場合は人間的要素に重大なポ 
ィン トが あろう。 往々にして自分 
を認めてくれる人にはをおする。 
そういう とき所属 チ I ムの監督に 
ム移りをさせたら失敗だ。を静岡 
の選手は準決勝に於て見事に監督 
の期待にこたえてくれた、これは 
御互の信頼度からでたもので あろ 
う、 したがつて選抜の監督は^ 
に大事な場面で交替選手を信頼 
し、全運命をたくせるだけの把握 
と大バ クチ も必要ではないか。 
e 運抜遥手の所属校との連絡。 


V ……「最初の年にこれほどの結 
果が出るとは思わなかった」とい 
うのが、国体終了後に日本協会役 
員が語った感想である。 

単独校に対してどこまでをいこ 
むかというのが大会前の予想であ 
ったのだから、男子 1、2 位、女 
モの 2、3、4 化を選扳チ—ムが 
占めたのはたしかに上々の成录で 
をった。 

V ……「チ ームヮ ークが身上の窩 
校巧に選おとは……」といった反 
対論もすっかりヵゲをひそめた感 
じだ。 今年の情勢をみたうえで と 
いう憤重派の県も多かったことか 
ら、来シ I ズンはさらにこの シス 
テムが推進されるだろうが、各県 
からのリポートを読んでも、必ず 
しも円滑な条件ばかりとはいえ 


練習にしても、合宿するにしても 
巧度の縷い連絡をすることにより 
手元から離した学校チーム保護者 
に一辣の不安も与えないよぅに監 
督は細、むの配意をずべきだと思 

5ぴ 

特にホモの場合に云える(静岡 
女モ髙校選乾監督) 

岩手県の場合 

高橋正儀 

今年の国体で最も注目されたの 
は高技部巧で最初の試みとして採 
巧された「選抜」という方まだつ 
たと思う。 


ず、むしろ問題みが多い。 

V ……特に合同練習についての課 
題と描みは共通しているようだ。 
指導方針、地域化、学お差などが 
うまく調整されていないと足なみ 
を揃えることができない。 

ある協をの役員は『全県下から 
の還巧というのは、絶対にムリ 
だ。県巧を地域別に四区ぐらいに 
みけを区ごとに選抜チ I ムを編成 
し、そのチーム同±で予選を行 
い、 その勝者に「県け表」のを前 
と資をを与えるほかはないだろ 
う』という。 

V ...... 巧年をということで破たん 

はなかった、むしろ来年を S 5 降に 
やっかいな問題が出てくるといつ 
た悲観論もあるボ、日本協会では 
ぶに.『.混成にあたってはを県それ 


各県関保者もいろいろな問遇点 
ボあり、度躍した事と思ぅが、結 
まとして々大会出場の高校男女共 
に、+ チ ーム中五 チ ーム迄が選あ 
であり、特に、高巧女子を例にと 
ると ベスト4 に勝ち残ったのは、' 
菊池農高を除いで全静岡、千葉選 
抜、全岩手と 3 つまでボ選抜とい 
ぅ事実であった。 

この事からして今を残された問題 
はあるにしても、今大をの成巧に 
よって選抜を巧ウ入れる県ボタく 
あると 思うボ、本県の例、今後の 
問題点等を考えてみたいと思いま 
す。 


ぞれ違った方向で進むと思うボ、 
最優秀枝に他巧の有カプレィヤ— 
をかえる方法が多くなるだろう』 
とみて おり、 埋れた逸巧をこの機 
に大いに揉し出そうと巧待をかけ 
ている。 

各県の セレクションマッチの 報 
告を集をてジュニア.ナショナル 
(仮称)編成の参考貴料の一つに 
すること もで きるだろう (荒 川理 
事長の話〕 

男子か勝を了後、優勝した全静 

岡の選手ボ『このメンバーでいつ 
か.一おでも優勝したいナ』といっ 
でいたのを聞いてある役員は選抜 
制度は成なしたと思ったそうだ。 

郷±愛—— といった .，予想外の 
成果。，もをい選手の、むに植えつけ 
られていたのである。 (sx 


チーム編成の決を、時巧 

本県としては、県民大会前から 
選抜でチームを編成する事に決定 
して おり、 たとえ優勝した チ I ム 
でも全員が還ばれるとは限らず、 
一回戦でがれたチームからでも優 
秀な選手ボおれは、をく遇ぶとい 
う方針であった。そして、 7 月中 
旬の県民大会を了時に、が年岩手 
国かの還手強化を目的として化織 
された強化委員にょって、巧巻南 
高と巧巻農業高校を中、むに遲手ボ 
運ばれた。 

二、 練習について 

今回運ばれた遇手、指導者は巧 
巻巿巧の学校であった為、合宿は 
勿論、練習も每日合同で巧う事が 
出来、まとま。てやりやすかっ 
た。合宿は東北大会、一週間前に 
一回だけ 5 お 6 日の日程で一日 6 
時間、主にコンビプレ—を中、むと 
した練習をし、合宿をの毎日の合 
同揀晋は二時間斤った。 

三、 今をにおける選抜の課題 

H どういう基準で遇手を涅ぶの 
かをポクシ ョンごとに 運ぶのか、 
例えば同じタィプの遇手ボニ人お 
るょりは、 異ったタィプの選手が 
二人いた方ボをいし、又あい調整 
巧間の問題からしても、ポジショ 
ン事に選んだ方が良いと思われる 
口練習、指導者の関係から還手を 
全県下から選ぶのか、最小の地域 
から運ぶのか。 

成程、全県的に集めた場合は是 


手も揃うでしよう、しかし、選抜 
で大巧な事はチームヮークの問題 
だと思う。义合宿、練習等で巧ち 
コンビがとれても、 元のチームに 
帰った場合、大会前に調子を巧り 
房す為には巧間がかかり、チ I ム 
ヮークの 面でも考えなければなら 
ない事と思う。そういう点で同地 
域の者であれば、合宿3{ホにもち 
日合同棟巧ができ、自然とチーム 
ヮーク も生まれ、運抜から歯され 
た部員も一諸に練習を見る事ボで 
き巧導者もやりやすいと思うし、 
又遇抜ナームの監督、コ I チにつ 
いでも同地域の指導ちボ、指導す 
るのポ良いと思う。 

白運おが巧忆ついて 

新人大会をに選手をしぼり、年 
度巧めに発表するか、或は、県予 
蛋をに決定するか、 

年度初めにみをした場合のを害 
として、国体ブロック予選前に、， 
高体巧等の試合ボある事だと思 
う，学校が抗で頑張っている残さ 
れた選手はやる気をなくし、選抜 
をれた選手も巧巧の意気込みも、 
その学校のチ I ムヮークを孔す結 
まになるのではないか「义県大会 
ボ遅い場合は調整期間等の問題で 
選をは無巧と思う、今年の東化大 
をに遇抜で参加した県は岩手だけ 
で、あとのちは県の大会期間が遅 
った為できなかったと聞いてい 
る。 

そういう 点から もブロック 予選 
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ーヶ月前に県体をやり、終了後に 
遺拔にずるか、単独チ I ムにする 
かを決定した方が良いと思う。 
喊觸習について 

漂おの方法にょって練習内容も 
変ってくると思うが、まず基髓が 
できている事を前提にやらなけれ 
ば期間等の問題や、休暇中の練習 
は良いとしても授業日の練習が、 
二時間位いなので無理のょうに思 
われ、従って、コンビプレーを中 
、むに斤い、混成チームの欠点と思 
われるトームヮークを重点的にや 
った方が良いと思われる。 

風遠征試合についで - 

が角の練習成果も試す機会がな 

ければ不{女である-、県の選抜 

であるので県内には主力を抜いた 
チ I ムしか無く、又選手の志気か 
らも県外遠征試合は絶が必要と思 
え 

勒上、思うままに書いてみた 
が、今後の参考になれば幸い，と存 
じます。.(全岩手監督) 

千葉県の場合 

手島 化 

四年位前まで千葉県のハンドボ 
1ルはレベルも低く、チーム数も 
高校男ホで五チ I ムとか数でした 
が昨年度の関東大会を協会及び他 
都県の御協力によって終了いたし 
ました、その前後においてチ I ム 
数も増えまして現在では男かで十 
五チ！.ムおくになって来ました。 


総合的なレベルとしては関東でも 
まだおい方だと思います。なぜ選 
抜にしたかと言いまずと千葉県の 
場合五年後に園体を開くので全体 
のレベルをかしでも上げられるの 
ではないかと言う事も一つの意味 
でした、辛いにして今回の国体予 
選では関東の代表権を取り国体に 
出場出来たわけでず。 

編成は女子の優勝チーム、'昭和 
学院を主体にしたチームですが昭 
和学院は今年一、二年を主体にし 
た若い巧の多いチームでしたので 
他の学校ょり四名選披で補強した 
わけでず。編成はィンタ I ハィ、 
関東大会と終了した時から巧いま 
した、練習量でずが±曜日、二時 
間位、日曜日は午前中、コンビネ 
]ション。午後、試合型式でし 
た。遠抜は試合に出場するまでに 
こまかい問題がありましたが、千 
糞県の場合、' 私は今回の選抜利用 
は成績から見ても良かったと思っ 
て居りまず。試合をふり返ってみ 
ますとチ—ムプレーに雑な巧が出 
やすい準決勝の対静岡戦などに良 
く出て居りました、今後の国体も 
透掠で巧くかどうかまだわかりま 
せんが来年度も選抜になりました 
らこれらををい経験にしてかしで 
も県のレベル向上するょうな方を 
でやって巧きたいと思って居りま 
中。 

未熟な私がこの様な手記を記く 
のは、む苦しいのでずが、今後もお 


なりに蔡力して斤きたいと思いま 
ずので御指導御願いいたします。 
(千葉選抜•昭和学院ハンドボ I 
ル部監督) 

福井県の場合 

西島喜代治 

一、 チ I ム編成. . 

チ I ム編成は六月下旬予運会の 
直後に高体連、協会の各関係者に 
ょり合議の上、決定した。 

二、 高志高がィンタ I ハィ出墙の 
ため、選抜チ]ムとしての本格的 
な練習は八月四日から始められ 
た。練習は夏ホみ中の平日は午前 
中、九月になってからは午後四時 
からた時造が原則として練習時間 
にあてられた。その間、一般女子 
チ I ム ともょく 合同練習"を巧なつ 
た。八月中には四日巿の田村がに 
四日間合宿、また招待試合として 
お戦したチームには、秋田和洋、 
京都精華、小松巧立女、静岡選 
抜、大阪スタ I ズ等がある。この 
他、福井巧内での強化合宿に約十 
日間がある。 

練習法は八月の前半は主と t て 
基樞づくりに中、むをおくと同時に 
チ^~ムとしてのコンビづくりに重 
点をおいた。このあとな第に実戦 
的練習に変えていった。即ち、試 
合経験が極めて浅いのでできるだ 
け練習試合、招待試合等をふやし 
た。またコンビづくりには細かい 
巧まで気を配り練習中は.を員がキ 
ャプテン、正運手、マネージャー 


としての言動をとらせるほか、宿 
舎にあっても部屋の割り当ては学 
校差をなくし、一一一年と二年とで区 
別して混成チームづくりに苦労し 
た。練習におたっては、技術的な 
面ょりもむしろ高校生に望まれる 
ものは精神的な面にあるとして、 
精神力の養成にも力を入れた。 

一二、選披にふみきった理由 

一応、単独で出場できるチ I ム 
は県内では若狭チ I ムぐらいしか 
ないが、このチームは準決勝で福 
井商に敗れた。残った決勝チーム 
の高志高と福井商はともに単独チ 
I ムしては、余りにも故障者が多 
くまたメンバ I 不足をきたしてい 
たので混成にふみきらざるを得な 
かった。辛い同じホ巧でもあり二 
校といぅ最ル限度の混成チームに 
できた。 

四、今後の課題 
必要と考えられる条件 

一、 地理的にお距離の選手が集ま 
ること。 

二、 学校環墙の差が小さいこと 
進学校と実業商では頤雖を感ず 
る0 

三、 が来の練習法がチ—ムにょり 
余り差がないこと。 

四、 最も適した監督、コーチの存 
在。 

五、 チーム編成は早期におこない 
かなりの繰習時間を積む。 

六、 混成になってもリーダ I 格の 
選手を含ませる。 


大体お上の条件が備わればか 
なり戦力が増すものと思われるが 
反面には。 

一、 混成なるがため忆どぅしても 
チ—ムの為に、また自分の学校 
の名誉にかけてもといった気力 
がやや欠ける。 

二、 よほどしっかりしたリーダ I 
がいてチ I ムの推進者がいない 
限り何となくまとまりがなくな 
る0 

結論 

個人の戦力の総和がチームの戦 
力とならないところに高校チ！ム 
の課題がある。即ちチ I ム全体の 
精神力を忘れてはならない。この 
点でおは矢張り個人技はやや劣っ 
ていても選抜は避け単独チ I ムの 
長期練習による強化をはかるのが 
最善と考える。(福井協会理事 
民) 

化海道.(男)の場合 

松 田 穂を助 

他県(協会〕同よぅ、北海県の 
場合も、これまでどおり単独校で 
出場ずるか、あるいは選抜チーム 
にずるかについて3月下旬に開い 
た道揣会給会でも出席者の間に、 
賛否両論がかかれた。 

もしも、選扳にした攝合、数 
披3上の混成チ ー ムでもよいこと 
を承認されたが、この問題につい 
ては関係者の間で、いろいろな見 
方、考えなどがあり話題となっ 
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た。北海道は、単独チーふで出顯 
ずるか、あるいは、選拔チームに 
ずるかについて、 S 月下旬、化海 
道ハンドボー.ル協会糖会でとり彭 
げ出席者中でも賛否の両論があっ 
た。もしも、選抜にした塌合、他 
の府県と違って地域が広く、チー 
ムが分散しているので十分なる練 
習ができないのではないか、選手 
強化する場合の費用がどのように 
して提出ずるか、それよりも単独 
チームの方が舗習も思うようにで 
きるのではないか、選手を何校か 
ら何人透抜ずるか、監督、コ I チは 
どのよう にして決めたらよいか、 
その他数々の意見がだされ、選 
おか、単独かについてだけの時間 
はなんと、わ時間にわたり活発な 
論議がなされた。始めてのヶ I ス 
でもあり当然のことでもあった。 

結局、化海道は選抜チームで出 
場することを決定。その理由とし 
ては次のようなことである。 

H 底ぶの拡大である。(多数のチー 
ムの中から選手を選抜し、他のチ 
—ムの技術向上をねらえとずる) 
口北海道の現在の力では、単独チ 
I ムは、他の府県チ I ムとにまだ 
大きな力の差がある。 

扫好成績をあげることによって、 
道体体協より、選手強化費が多く 
援助さわる。 

.選抜方法としては。 

H 選披委員会を作る。 

S 男ホとも、全国高校選手権大会 


化海道予選(六月下旬)のときに 
+五名を優秀還手として選ぶ、更 
に六名を道国体予選で選拔し、計 
二十一名を遷披候補者として上 
げ、八月上旬全員合宿繰習に参加 
させ十五名を選拔し、全国大会に 
出場させる。 

曰合宿繰習期間としては、一週間 
西館市で行ぅ、试上が一二月の憾会 
で決定された。 

その後、わ月下旬に更に、会議 
がもたれ、選お方をについて最終 
的な檢討を加えられ總果的は次の 
よぅに意見がまとまった。 

道国体予選で優聴したナームの 
者が監督となゥ、そのチ—ムの中 
からわ名優先的に監督が推せんす 
る。八名を他のチ I ムより補強す 
ることが再度話しあいで決定し 
た。関係者もはじめてのこころみ 
のためいくたの不安もあったが全 
員お互に、協力して、たくましい 
チームを作ることで巧出発した。 

選抜委員長が十六名の選手を次 
々と発表した、選抜選手は、函館 
室蘭、化幌、化見絞別、稚巧と広 
範囲であった。八月九.十日、北 
海道国体予選大会を斤い、八月十 
一日より、 一週間選あ選手の強化 
合宿を巧った。費用の関係もあっ 
て、一週間と限定されていた。 

私だけでは、短期間中、十分な 
る成果を上げることができないこ 
と、また多敷の方々の御意見を聞 
きいっしよに指導した方がよいの 


ではないかと思い、夏休み中でも 
あったが、化校の監督の方々にコ 
_—チを依頼したところ、、むよく弓 
受けて戴くことができた。防禦、 
攻撃•ゴールキ]パ各々一名の 
コーチが専門的に指導することに 
した。四名で詳細に計画し、一日 
の練習日程は、八時間、夜、一時 
間ミ I テンダを必ず持つことなど 
であった。国体予選後、，直に、合 
宿練習に入ったために選手も少々 
バテ気味でもあった。北海道とい 
う特殊事情のため二回の合宿繰習 
は出来ないのでそうとう選手に負 
担がかかった。二年生が半数 S 上 
のため、チ I ムボ若く、積極的で 
なく常に誰かをたよろうという動 
作が目立った。その点、コーチと 
選手が一体となって、選手が理解 
するまで話し合がもたれた。日増 
に、心配された.欠点も解消され、選 
手も最彼までよく努力し、まずま 
ずの成果を上げることができた。 

合宿練習終了後、各コ I チより 
詳細にわたり、個人の諸注意、欠 
点、今後の 自主 トレーニンダにつ 
き話され解散した。九月二十五日 
函館に集合し、一二日間練習が行な 
われたが、 111 十お日間という大き 
な ブランクの ため残念ながら、ま 
た個人技術だけにたより過ぎ、合 
宿練習前に逆もどりであった。前 
に申したょぅに化海道のチ1ムが 
広い範盟に分散しているために合 
同諫習ができないことが大きな悄 


である。函館から稚内まで急行列 
車で十六時間、(他の府県巧ではせ 
いぜい一二時間糧度の事でしよう)、 
化海道は特部な環境であるため仕 
方があるまい。 

今後における北海道選抜の問題 
点としてはなのよう事が考えてゆ 
かなければならないと思いまず。 

先ず、底辺の拡大である。現 
在、化海道では高校女子チームが 
十た校ありまずがもっとチ I ムを 
多くし、禪来五十チ！ム位までふ 
やすことを目標として考えて おり 
まずが、そのような状態になった 
ときには、北海道ハン ドボー ルの 
レベルも向上し、他の府県のチ I 
ムと肩を並べることができるでし 
よう。更に道ハンドボール協会と 
しても今を資金の確保を考えなけ 
ればならないだろう、今年も費用 
がないために、選手自身に経済的 
にも精神的にも大きな負担がかか 
り過ぎた感もあった。 

函館巿での合宿練智後、一回も 
合同練習を持つことができなかっ 
た。練習 も 数多くできれば もっと 
チ I ムに まとまりが ついたのでは 
ないかと反省しておりまず。 

今後化海道は、チ I ム数が増加 
することによって、地区別のチ^~ 
ム遇抜で国体予選を考えるべきだ 
と思います。今年の選抜を参考に 
して本年度は、よりよい選抜方法 
を考えるとともに、化海道ハンド 
ボールが発展ずるよう皆穗方のあ 
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たたかい御支援と御指導をお願い 
致します。(全化海道監督化海道 
協を常務理事〕 

北海道(女)の場合 

ル 川貫博 

初めての試みでもあり、道協を 
の巧部にも色々問題があり、今年 
の結果を十分反省して、な回には 
何とか強力なチームを編巧したい 
というの が我々 の 一致したム境で 
ある。 

運 抜 チ I ム編成は、化 あ 道予選 
大会(巧函結)擾勝チームよりセ 
を、他チームより八 名 運化し、大 
会を了を直ちに一過間合宿して、 
運手の特あを把握し、チ—ムヮー 
ク赛成につとめた。々年度当初の 
予定では、ィンターハィ道予選で 
一五名、国体道予還でみをの計二 
一を運出して合を後一一〜一五を 
にし ぼって チ ー ム 編成し ようとい 
う意向であった。しかし、予選形 
まを とること、 义チー ムゲ I ムで 
おることな ど、 チ ー ムに目標の選 
抜 形式を とることとなった。 

遺抜された運手は函館八名、室 
蘭五名、お别二名の計一五名であ 
る。地理的に非常に離れているた 
めに合同練習は全く不可能である 
ことから 大会終了後一週間合宿し 
た。 しかし、チー ムをまとめるま 
でにはいたらず、各自に練習課題 
をちえて解散ずる ことと なった。 


したボってお発するまでのーヶ月 
は一度も合同練習をしなかった。 
二〜一一一日早めに出発して清水ホで 
一二日間合宿し、やや まとまり をみ 
たところで現地入りをした。高浜 
巧で仕上げをしようと計画してい 
たのですが雨のため十分繰習でき 
ないまま大会に望みました。せっ 
かくずぐれた運手を集めながら、 
.十分な仕上がりをみずに参加しな 
ければならなかった点を反省し 
て、長期的に各自のずぐれた技術 
をまとめなければ、好結果は期待 
できないと思われる。 

運抜の目的は勝つことである。 
勿論出場選手の経験を各チ I ムに 
還元して底巧の強化をはかるとい 
う 目標もあるが、しかし、最近数 
年は、一回戦で放退しているので 
何とか勝ちたいことから計画され 
たものでおる。化海道は広大なう 
えに、チ！ム数が少なく、対外試 
合にもめぐれず、他府県に比べて 
レベルが低い。したがって、選抜 
のゆるされた本大会より、ずぐれ 
た透手を集め、強化してみようと 
いうことで ふみきった次第で最 
る。 

今大会の反省会をもっていない 
ので、全体の意向はお知らせでき 
ないが、私見をまとめてみたいと 
思いまず。 

- 、早い時期に選抜選手を決を 
すること。 

各校ともにインターハイを目標 


に諫習しているので、 インター ハ 
イが終れば二一年生は、受験準觸、 
その他の都合で国体予選にはお撮 
しないことが多い。特に普通高校 
ではこの傾向が強い。.今年の場合 
も、インター ハイで優秀選手に選 
ばれた三年生はほとんど参加して 
いない。 もし、インタ I ハイ道予 
運で決定していたら、相当やれた 
と思う。 

二、かくとも 週一度は練習でき 
る 範囲で選披ずること。 

いかにずぐれた選手を集めても 
合同練習しなければ、 チ ー ム カを 
発揮ずることはできない。したが 
つて、一週間に一をは全員が集ま 
つて強化棟習できる範 巧で 選抜 チ 
1 ムを化り、この チ ー ムで予選を 
巧い代表を決をする。即ち、全道 
を各 ブロックに. かけて、巧表にな 
ゥた選手ボ十せ揉習できるという 
選抜条件ボお夏である。確かに全 
チームより 選おすれば、技量のあ 
る。大型す ーム はできるが、反面 
欠点をいかにしてヵバーするかと 
いう ことになる、即巧的選抜 チ I 
ム では簡単にはいかない。 

これらの問題を解かして、十分 
研究し、底辺のあ大を平巧して、 
最強のチ I ム編成できるようにあ 
力したい。(全化あ道■函お東高 
監督) 


ホ年な降のインタ—ハイ 
開催地 

全国高体連では U 月の日、東京 
で a 事をを開きホ年をな降の全国 
高校摇合体育大会 (インタ！ ハ 
イスクール)の開催地について協 
麗、ホのょぅに決定した。なお、 
昭和が年度は三重県に巧を，. 
▽昭和心年、群馬県(ハンドボー 
ルは富岡巿)▽が年和歌山県(ハ 
ンドボールは滋賀県下の予ま) ▽ 
が年四国4県(ハンドボールはを 
媛県下)▽が年山形県(ハンドボ 
—ルは東おホの予を) 

—塩お幹氏 { 體)に慶章— 

政府は U 月巧日の閣議で文 
化 各分野の巧労者に赔る紫、 

藍、まお褒章の受賞者の人を 
みめたが日本ハン ドボ—ル協 
を顧問塩沢幹氏(六 I ) U 日 
ボ体協事あ扇長 U は藍絞麽賞 
を授与された。 

塩沢氏は旧おじ年から巧年 
にかけ日本ハンドボール協会 
の創設にを力され、日本協会 
誤立委員、初代理事などをつ 
とめられ戦をは協を参与、昭 
巧が年からは顧問を引きうけ 
られている。 


^訂正 本誌前号 W 頁， IHF 紹 
会に出席して*のを筆者名を荒井 
清美としましたのは、荒川清美ち 
の誤りでした。 
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6人の左麻選手が ア(ル I マニア)、ソロムコ、ク 
世界選抜に リモフ(どちらもソ連)、リヨ— 
世巧から選抜され た チ]ム だけ ブ キング (西ドィッ)、コバ クス 
に種々 の 選手が集められたが、各(ハンガリ I 〕、 H リク ソン (スウ 
国のポィントゲッタ I が ずらりと 卫—デン，)とずらり 顔を並べて い 
並んだのはまたは豪華だ。グルイる。 . 


チェコスロバキアハンドボール 

協会では、同協会設立孤周年を記 
念して、世界各国のトツプ•プレ 
1ヤーからなる世界選あチームと 
同国還抜チームの対戦を企画して 
8月にチユコスロバキアの古都力 
ルビナで挙行した。 

カルビナは非常にハンドボール 
の盛んな地方の中んであり、石炭 
の街、七百年の歴史を記念して、 
開かれた。 

.カルビナの街のグランドには、 
七千人の観衆がこの世紀の一戦を 


クンスト氏 



見ょぅと集った。 

結果は前半のリ！ドをずり、後 
半の チょコチ I ムの追い上げを振 
りきった世界選抜チ I ムが刻—刘 
の3点差で滕利を握った。 

コー チには、ルーマニアのィオ 
ン•クンスト氏と、チェコのコー 
チでをるベードリッヒ•ヶーニッ 
ヒ巧の二人の現在世界最高のコ t 
チがあたることとなり、コーチの 
彩配といった意味でも、大いに興 
味がもたれた。 


ケ—ニツヒ氏 



また左利きの選手を目人揃えた 
のも、一つの特色といえよう。ル 
1マニアのというより、世界のダ 
ルイア、チェコのブルナ、ハンガ 
リ I のフェンョ I 、西ドイツの新 
星で得点王リョーブキングを追い 
かけているムンク、デンマークの 
ルンドといった面々が顔をそろえ 
ている。 

僮か二日の練習で 

呼吸はピタリ 

世界の8ヶ国から集った運手は 
試合の一二日前にヵルビナに合流し 
二日間の合宿を巧ない、試合にそ 
なえた。^試合では、常に顏を合わ 
せていても、同ーチ）ムで試合を 
したことのない面々のコンビが果 
して、 うまく いくかと、心配された 
が、そこは名だたる名コ I チ、ク 
ン スト巧と ヶ—ニツヒ 氏、僅か 二 
日の錬暫の間に見事にデ I ムをま 
とめあげた。たとえば、 フリース 

ロー でも、ソロムコがトスをあ 
げ、，ブロックに入ったところをグ 
ルイアが シュー ト する。 リョ I ブ 
キンダからホルバスへパ又が巧 
く、 最 るいは、 ソロムコ、ルンド 
ムンクがデイフェンス•ラインに 

並ぶという光県も見られ、練習を 
見に集ったファンを、試合前にす 
でに强了していた。 

チェコ•チームは東ドイッがす 
参のため、最初予定していたより 
大勢の人數を世界選抜にさかなけ 
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後列左からコーチ•ケーニッヒ、デュダ、ダルイア、ルンド、クリモフ、ェリクソン、ホルバス、ブルナ、ハ 
ブリク、トマジク、コーチ•クンスト前列左からソロムコ、マロシ、アルノスト、ムンク、リョーブキング、 
フェンヨ ー 、コパクス、マレス、ヤコブ 


ればならず、チ王コ選 
抜には、前回の世界選 
手権に出た選手はごく 
少数になった。 

チェコ選抜は今年度 
のチェコ選手権チーム 
である バニク.カルビ 
ナ、ベ_—ドリツヒ.ケ 
I ニッヒ 氏に率いられ 
今年は優勝を ヵルビナ 
に睐ずったものの、強 
カメ ンバ I を誇つてい 
るデュ タラ. プラ^~グ 
今年 S 位のテトラン’ 
プレソフ などから達ば 
れた透手で構成され、 
.なかなかの強チ I ムで 
あった0 

記念式はチェコ会長 
の フランティ セク•ボ 
セツク氏、カルビナ市 
当局の面々、あるいは 
各国協会の代表などが 
列席し、盛大に開かれ 
た。 

試合は予想通り、各 
国の ゲッタ ー連が次々 
と得点をあげ、それを 
チ H コ選 拔がボ ッボッ 
と追いかけるといぅ経 
過で前半がおわった。 

二人のコ I チは、最 
大限の得点と多くの選 
手を使うという点で、 
なかなか試合を運ぶの 


が困難であつたが、シュ I 卜をず 
ると交替ずるといつた方法で選手 
交替を斤ないながら、試合を進め 
ていつた。 

後半に入ると、チュコ透抜はこ 
の交替の間隔をぬつて、追い上げ 
をはかつたが、世界選拔チームは 
名ぅての巧者揃い、着々と得点を 
重ね、追いずがるチュコ還抜をつ 
きはなした。 

各国の選手はそれぞれ、自己の 
もてる力をフルに発揮した。ソ連 
の ソロムコはポスト プ レ] ヤ I と 
しての真面目を、 スゥ 卫 I デンの 
エリク リン自己のもてる能力を発 
揮し、 アシストの 実を示すことで 
得点のなさをカバ I した。. 

チェコ運おが善戦したのは、 I 
つには、強力な攻擊陣を巧手にし 
たディフェンスラィンの活躍ボあ 
げられるが、.それょりも、カルビ 
ナのキーパー、パベルカと、それ 
に巧つたデュクラのキーパー、ス 
カルバンの活躍があげられょぅ。 

とにかく、世界ではじめて、世 
界選抜チ I ムが編成され、短時日 
の舗習ではあつたが、合同練習を 
したことは、各国の技術の交流、 
選手間の親睦といつた意味できわ 
めて有劲であつたとされている。 

ここで問题なのは、ハンドボ I 
ルにはプロがいないことである。 
現にここに集ったのも、学生あり 
教師あり、技術者であり、事務員 

らりと、，つヒマチマチり錄葉のも 


のであり、それぞれの勤務の合い 
間をぬい、ヵルビナに集ってきた 
ものである。 

プロでない、アマチュアのスポ 
]ッであるハン ドボー ルだけに、 
こういつた形の選抜チ]ム作りに 
は、多くの困難が伴な弓が、今回 
の集りが非常に好評であっただけ 
に、今後ともこういった形の試合 
形式が、各国でとられることが望 
まれ、多くのファンに世界超一流 
のプレ[ヤ ー のプ レー が見られる 
ようになることが望まれている。 

参加した世界選扳の選手諸氏に 
はチェコ名産の一つである。チェ 
コ グラスに よって作られた コ ニヤ 
ックグラスが 記念品として、配ら 
れた。 

この試合を観戦していた記者聞 
の中から、ハンドボ I ルのハーレ 
ム•グロ— ブ •トロッタ I ,ズとの 

言葉が出たが、正にその感が深か 

った。 

このような形の試合がくりかえ 
し、 巧なわれるようにの希望が観 
衆の中にも湧きおこっていた。 

一年に一度でいいから、このよ 
うな懼しが行なわれるように、そ 
れが伝統の中で定着していくよう 
に各国協会が努力していくように 
望まれている。 

日本でも、より小規模でもいい 
から、この種の催しが企画され、 
各国の超一流の選手が一堂に会し 
て、その超一流のプレーが日本の 
ファンの眼の前で展開されること 
を夢見つつ、筆をおこう。 
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★ ☆★☆女 ★ 

海外トピックス 

-廳本強一 


，渡欧中の日本協会馬場太郎 
副会長から編集部あて欧卵球 
界の近況を伝える第1信が属 
いたので御紹かしよう。 
いよいよョーロッパの本格的な 
シーズン(室内)が幕をあけ、各 
地で早くも国際試合がなわれてい 


私はいまケルン大学(西ドイツ) 
にいるので、西ドイツ巧界との接 
触が多く、特に旧知のヴユルナ 
1 •ビック氏の案内で、試合やら 
穗習施設などを見聞している。. 
ビック氏は、昭和乳年に来日した 
西ドイツ違扳軍のコーチで御記憶 
の方も多いハズ。現在はケルン体 
育大学教官で、その指導手聴を高 
く買われ、ナショナルチームの卜 
レーナー ( 日本でいうところの監 
督 、コー チ).をつとめており、ビ 
ック氏の助手の一人に昨年来日し 
た GK のデュエル君がいる。 


巧ドイツ：=人制は TV ク 
レフェルトオツプムに 

ヨ ーロッパ諸国、特に西ドィツ 
に於いて、 U 人制ハンドボ I ルの 
人気が一こぅに衰えないのは、本 
誌で も、 しばしば触れてきたとこ 
ろであるが、今年も西ドィツの国 
内リーダが4月〜目月にかけてお 
こなわれた。この国内リーグは南 
化りーダに分れ、それぞれのり一 
ダは^チ1ムからなってぃる。 


ももろんこの国内リーグ祀西ド 
ィツの最高のものであり、この下 
に各地方、あるいは各都市におけ 
るリしダがあるには周知のとおり 
である。 

この国内リーダは南北にわか 
れ、このそれぞれのリ]ダの覇者 
にょって、ドィツ選手権が争われ 
るのは冬季に於ける7人制運手権 
の場合と同様である。 

今年も U 人制ドイツ運手樞をか 

けて、 SG . ロ イタ" ■''ハウゼンと 


さて、4年後にせまった地元で 
のナリンピックに備えて西ドィツ 
ハンドボール巧の意気は、 まこと 
に盛んなものがあり、男モナシヨ 
ナルチ]ムの本拠地における1月 
までの 国際試合の日程は、が7ケ 
国9試合と発表されている。 

こ.のうち、月にはルーマニア 


デルモンデホに遠征して行われ， 
おも同行したが 

西ドィツ？3品 u ) s ベルギ| 

のスコア。 

遠征メンバ r は W 才〜の才まで 
のいわばナショナル2軍だったが 
さすがに伝統と1軍ゆずりの流れ 


馬場副会長の欧州だより① 


若さ誇る西ドイツ2 軍 


1月にはチ H コが来征の予定で今 
からファンや 関係者の話題にあが 

つており、一方、 女子はルーマニ 

ァ 遠征の あと、 じ 月 6日から3日 
間ユーゴ、チェコと による「3国 
リーグ」がューゴーで開かれる予 
定だ。 

男子ナショナルチームの今季第 
1戦は、 W 月的日べルギ I のデン 


TV . クレフエトホップ ムの間で 
争われた。 

SG •ロィターハゥゼンは今冬 
常勝 VFL ■グンメルスバッハを 
破り、7人制ハンドボールの選手 
権者になったチーム、ここに二冠 
がなるか、あるいは U 人制におい 
ては絶対に強いといわれていた G 
' W ダンケルセンを化リーグで敗つ 
て、 この 試合に出てきた TV •ク 
レフェルトホップ ふが運手権を握 
るかに興味がもたれた。 


いなパスヮークを見せ、しかもス 
ピード豊かな脚力から得意の「8 
の字戦法」で相手のマークをはず 
し、どぎもをぬくよぅな強烈なシ 
ユ I 卜を浴びせていた。 

特；にサウスポ I のェプレ(身長 
一八四、体重わ二、球歴十年、刘 
ホ〕、ブハ I ( 一わ八、お五、十 
年、刘才).ゲッツア(.一八八、八 


〇、十年、 S 才)の3人の快技巧 
技は本場のハンドボ I ルのよさを 
いやといぅほど見せつけた。 

一方、ベルギーは長身のヮイン 
とバン•デ•ベルタの二人を軸に 
おいさがったが、平均身長一八 
二•六、体重七二といぅ若さとス 
タミナを誇る西ドイツに最後まで 
主導権を握られて しま. った。. 

快勝した"若い西ドイツ".は、 
昨年の来日チ I ムはもとより、一 
昨年 ス H I デンの 世界選手権で日 
本と顔をあわせた西ドイツよりも 
はるかにスケールの大きい、手ご 
たえのあるチームと私は見てとっ 
た。 

4年後の オンリ ピックまでに、 
この若者たちがずくずくと成長し 
たなら、西ドイツはやはり、ハン 
ドボールの祖国にふさわしい成果 
をあげることが出来るだろう。 


この一戦を見るようとデュッお 
ルドルフの ライン •スタジアムに 
集った観衆は二萬人、正にスタン 
ドを埋めつくしているといっても 
よい程の観衆が集っている。 

試合はとりつ、とられつのシー 
ソゲ ー ムを展開したが、接戦の末 
コー チ、ハンス、ヵイタに 率いら 
れた TV . クレフェルトホップム 
ボ優勝した。 

これによって、 女子の FC . 二 
ユ I ルンベルクがごく最近になし 
とげた二冠の夢を再び果そうとし 
て SG •ロ イタ I ハゥゼンの野望 
は崩された。 ここ 数年毎年、チヤ 
ンピホンチームが変って'いるの 
は、充実をものがたっているので 
あろう。 

国際試ムロの観衆の 

数を IHF に報告する 

IHF では、この度、国隱審判 
員ならびに各国協会にあてて、従 
来国際試合を巧ったら、義務とし 
て I H F に報告することになって 
いたスコァーに加えて、必ずその 
試合を見に集った観衆衆の数を報 
吿ずるように要請してきた。 

これはハンドボール人口とどこ 
の国でハンドボールがどういう状 
況にあるかを IHF が確実につか 
んでおこうと意図からでたもので 
ある。 
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立敎"最"後のち.座.獲得 ( i ) 


虫ず 
学会 
お終 


善戦の関西大を振り切る詰 


東西各学連がの優勝校による予選を勝ち抜いたま日本巧表立あ 
大.(関東〕と西日本巧表関西大(関西)の雌雄をみする第 U 回全 
日本学生王座み定戦は、 U 月 1 日午後 3 時から大阪ホ立中央体育 
おに約二千の绩をを集めて行われた。 

旧和の年に始められたこの大会は、を日本学速の決をで、今年 
をもつてその。年にわたる巧をを閉じることなり、昨年と同じ顔 
合せとなった両校は、感ボいをこめての激突を演じたボ、総合力 
にまさるなあ大が、追いすがる関西大を振り切って3年連提優勝 
関東学連け表は8連勝を飾るとともに"最後の王座"を掌中にし 
た。 

'なお、王座の獲得は関東学巧ボ U 回(芝浦工大8、立教3、日 
か大•東京あ大 U 义理大 W 各1)、関西学連ボ8回(いずれも関 
学〕となった。 


立 教艾？^ _ 


関 


县〇〇 452213000 
d 口江着野脇田永沼松藤 

Ss 入馬長西晤宮飼宮伊 


G 


P 主審^ 
ぶ^村田/^ 


大 

7 


幻口既田口田前唐谷永本 
城 東野 1 
垃川天野ル戸を加古有原 （ 
5IEO 〇 665503020 W 

1分孤秒速をから戸田のゲット 
に始まり、2分 W 秒同じく速攻か 
ら野田が右サイドから、3分如 
秒、加藤が入りこみ、中央からの 
ポスト プレー、つづいて速攻から 


東と6分をすぎる頃には、4 —〇 
とリードして、完全に関大を自己 
のぺースに引きこんだ。一方関大 
は、立教のディフてンスをまめも 
ぐみ、シュートをぅっても、バッ 
クに片側をつぶされて，いるため、 

キーパーに完全にとめられ、僅か 
に2点を返したところで、巧分を 
迎えた。 

この間、立教はポストに入れる 
パスにミスがかなり見られたが、 
着々加点し、如分には 912 、そ 
のままの 経過で続いたが、終了間 
際に立教のミスを得点に結びつけ 
た関大の反撃も2点に押えられ、 
巧—6の9点差で前半終了。 

後半も立教ぺ I .スで試合が進み 
時が見せる関大の反撃も着々と加 
点していく立教の前に点差は時間 
とともに拡がった。 

後半巧みには、臀田、東をベン 
チにホませるという余裕を見せ、 


学 

離 ^ M 

決録^ 4 

王の177 

学年 

本？3郎5 

日 S 

全 


体 

獻日 

繫4 


巧 

稲 

卽早 

西 3 


狱立卽日 

辭^ 西 


52 31 U2T 


回 


大 

理 


ん' 
2 

昭 
回 


学 


S 文 


第関 
◊ 


氏/ 
2 

昭 

回 

3 

第 

◊ 


学 


县 

3 X 7 



大 


学 


驗 


新メンバーでが戦し、関大もこの 
機をとらえて反撃したが、パスミ 
.ス、シュートミスがあり、点差を 
決定的につめるまでには至らなか 
ミ。 

主力陣をベンチ.に入れたとはい 
え、後半如分頃から見られた立教 
の パスミスは いただけない。また 
これを同じよぅに ミスを して、得 
点に結びつけることができなかっ 
た関大も不甲斐なかった。結局、 
実力差はいかんともすることがで 
きず、関大は立大の軍門に降った 
のであるが、内容的に見て、最後 
の王座を争ぅにしては一寸寂しか 
った。勝負は戦前からかなりはっ 
きりしていると思われていた試合 
だけに、最高のプレ—を見せあつ 
て欲しかった。それが昨年同様の 
巧をになったのは、最後の大会だ 
けに一層残念だった。(藤本) 


技 


社 


社 

志 


館社 

S 3 
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第関 第関 
◊ 〇 


大 

競^お’}航牌ち} 4ム化 
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立教、日‘体大に春の雪じよく目ま 

〜秋の学生リーグ戦終わる〜 

関西大、決定戦で间志社を破る 


がの学をリーグ戦は、を国を地区の学連で、全日本学生王座を 
めざし熱の こもった 試合を展開した。 

その結果、激戦地区の関東では立教と曰か大が全勝同±で対み 
立あが春季の雪じよくはたし、-方、関西では同志社と関大が引 
まみけ 同率となり9年ぶりで優勝ホを戦が巧われ関西大が勝った 
このほか、ま化化お道はま化学院大、化信越は富山大、まおは中 
を大、中四国は岡山大が地力を示して優勝をみめた。 

ホモは関まが日体大、ずあが中京大と今シーズンも常勝おがゆ 
るがなかった。曰か大女モが昭お％年巧な来つづけている巧学ち 
連勝記録は 「 g 」 に伸びた。なお、関西でも女子が発足した。 

化お道大の 
▽決勝リーグ 

東北大？5 幼化海#®!大 
東基子 K M ( pu ) ごぉ手大 
東化大？？(丽 N 把3岩手大 


激しかった優勝争い 


4おお敗 
で後半へ 




東 


が：：劃 jw な前大 


東化•化海道 


巧 U 回を化..化巧道学を運をお 
(ま化.化海道学连か李大会〕は 
U 月9、 W の両日青森県の弘前大 
球技場に7 大学が参加して行われ 
た。 

予還試をで勝ち残った 3 校と前 
季優勝の東化大にょる決勝リ I グ 
では連勝を狙ぅ東化大と、復調な 
った東 化学院大ボ引きせ けと なり 
ともに2 勝 1 かの成績を残し、 得 
失点差で東化学院大の首位が決ま 
。た。 

東化学院大の優勝は第 U 回大会 
化来2年ぶり9度目、学連大会で 
ょ3シーズンぶりである。 

▽予遷ラウンド(勝者が決勝り I 
グ、敗者は5;7ぉ決定リーダ へ〕 

東北学院又藤 U 音山形大 

お手大 sfsN 態)乳仙台大 


東お学院が 


而 —6- 


岩手大如^^ —I 


東北学院 


.Ml ァ 化海道大 
北海道大 

{口 -7ン2 jmi ヒた 

^5 I 日 jl 芽ゴザ 

引き分け 

【順位】①東化学院大2勝1せ ( 
得 W 、 失か一⑧東北大 2 勝 1 分 ( 
得の失な)③岩手大1勝2か④化 
大 4 あ 

▽ 5 〜7位巧をリーグ 

山-あ大 W (別 N け)口な前大 

仙ム。大 M (訓 u )3 山形大 


男子1、2部、女子は U 月1日 
から U 日まで駒沢屋内巧技場で巧 
めて全日程を"室巧"で進めた。 

男子1部 (8 校)は、立教、日 
体乂、中央、早捕田ボ全勝で後半 
戦を迎えるといぅかってないを戦 
を展開したボ、結局最を試合で立 
あと日体大が6戦を勝で級巧、立 
教のあずが日化大を上迴り2シー 
ズンぶり W 度目の優勝をとげた。 
2部 (7 校〕は日大が2シ I ズン 
ぶり2度目の優勝。各校コートで 
行われた3部 (7 校)は東大、4 
部(目校)は上智大が.それぞれ初 
優勝した(いずれも全®。 

女子(日校)は常勝日体大が東 
京女体大に激しく追いあげられた 
が辛くも勝ち巧シ I ズン 連続の度 
目の優勝を決めた。 

なお、今シーズンから男子1部 
と女子屬勝披に毎日新聞な杯が贈 
られることに なった。 

▽男子1部 

151 


鳥〇 〇 131517000 

討中森进木子井村下田野田 

棚田藤田節兼藤野鈴住浦ホ 

郎 三韓)， 

幻が煎田 口田前藤谷永本 
^ 東^ 

は川天野小戸倉加古有原 
為〇 〇 323212060 


8 


9 


中央 W 命：： S )" 法政 


早髓田リ 




W 芝浦工大 


中央巧芝浦工大 


身〇 〇 122014320 

閑山 橋実上神餓矢石江ホ 

挖お高新巧白高大明大 

K ' P 主審^ 
^一大塚心 


G 


3月上田木山玉切野広田藤 

忡望井喜植森児堀佐長植佐 

高〇 〇 23623400 0 


5 






仙 台大幕 前大 S 体*茜 U ぶ囊大 


{; 順位】⑥化台大⑥山あ大⑦お前 


大 


立 幕明治 


早禪田又が I を政 
日体大 W (震！！'^)日明を 

立 教口あを教大 

日体大又^ U ) 巧を政 






25 ( 2 ) 7 MT (1)16 


田 18 (0) 7 MT [0)16 


得[日 体】 
0本田 


〔變】 f 


} gK {和會〇 


14 (3) 7 MT (0) 12 


関東学生秋季リーグ （1 部) 


早 

稲 

田 
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明 


早中化 
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16 12 18 

東明法 

京 

教 
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勝負か! 
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2 5 0 
2 5 0 
151 
17 0 


治 18 (0) 7 MT (4) 15 


g # 强端讚窒 S !4 K 美 f ! ま! 

⑥順天堂 1勝4敗1か⑦武蔵 工大 6 敗 


— 20 —— 


吾 〇 〇 313531000 
ィ^貫本原田幸博島山怕藤藤 

15!:綿山获森鈴鈴尾お大斎武 
一藤原/^ 


K 

G 


F 


巧口 田 □田前藤谷永本 
§ 菜野 
け H 野小戸倉加古有原 
得〇 


515 6 〇1〇 t 


得〇 〇 226011013 
y 田山井島嵐中井島村井 

蜡和大石川五田武大西荒 
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VK / 
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( WNW)S 早 ffi H 

42 331300〇 一 w 
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木木 
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，: F 

が 
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原 

P ' 

ミ 

審 


梓綿山 
/Jll- 

K 

G 

月-田木山玉切野に田藤 

忡望 喜植森化堀佐長植佐 

得〇 042033070 


〇 

C 

T 

M 


9 


323002221 
山井島嵐口井島村井 
十 

大石川五出武大西荒 

P 
F . 

川橋上中藤崎藤川 
常 

早高井藤谷短斎大 

271122030 


得 〇 〇 132321000 
貫本原田幸博島山巧藤田 

掉喘山款森鈴鈴尾お大斎島 

K P . 

G _ F ! 

口田村 W 橋上中藤崎川藤 
体. 廣 

2本大.早高井藤谷拒大斎 
日が 〇 〇 200323301 
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教 OOAOO®xo 
法0000'参さ® 

芝0000 X 0 ミ 
早 00 OX • み ♦♦ 
中 00X ミ® 

日 0 XSS ミ 

立 X• ミ ♦••• 

教体央田浦政教治 

立日中早芝法東明 
①⑤③④⑥⑥⑦⑧ 


立教芝浦 H 大' 

中央まを教大 
引きせけ 


日体大义。芝望大 

立をの (§ u ぶホ央 
日体大；2：な U ぶ早 ffi 田 


芝浦工大？明 治 
日体大2(バ N いて中央 
東京教大け^^1:^};3法政 


芝巧工大 W {のて東をあ大 
法政艾 ^ u )6 明を 


立 

得〇 
彻田 
5本 

/M 

G 

刹气 

位川 

得〇 


教艾 )8 日体大 


川橋上中藤崎藤 
森 

早高井藤谷塩斎 


F 


(主審一 


田 口田藤永前お本 
野ル戸加有倉古原 


S 


5 


【後記〕秋季リーダは兼々県案と 
されていた室内問題をおもいきっ 
て実施に踏切ってみた体育館の巧 
巧スヶジュールの関係上を部の実 
施は不可能で、取敢えず今りーダ 
は一部、二部、女子のみとし一一一四 
部は今迄通りホ]プンで実施ずる 
事とした。体育館の使巧規定時間 
ぎりぎり朝九時の早朝試合から夜 
九時の終了の試合と目まぐるしい 
日程で各チ I ム特に五が投降行わ 


れる一部の還手達は コンテ ィショ ある。 @中秀夫 .関東学連理事長) 
ンの調整に苦労したものと思われ 

試合前のゥォーミングアップもち 日大、慶応辟し優勝 
きない状態で試合に臨まなけれ▽男子易 
ばならないようであったのが難点廉 応 SIW 防衛大 
でその他の条件等は好評で特にゥ明 星で？武藏王大 
ィ1クディの試合にも OB 連が見国上館 S (分) W 順天堂 
られると云うので春執共室内賛成日 大巧順天堂 
建がめつきり多かった。今季リ明 星节 S 防衛大 
1 ダから毎日新聞社の御協力で毎慶 応武蔵工大 
日杯争奪秋季大会と名硕も新たに日 . 大巧 IU 武蔵工大 
なり第一回の晉がをかけての熱慶 応順天堂 
戦がくりひろげられた。 国±館^^—口防衛大 
春李リーグ夏のィンヵレと破巧明 星巧—巧順天堂 
の進撃を続ける日体大はベテラン国 i 館の一巧武蔵工大 
早川を中ムに春秋連続制覇をもく日 大の —9 防衛ナ 
して熱のあるゲ）ムを展開健斗は国±館；^—2.明 星 
したものの立教得意のセットホフ日 大化—:::慶 応 
エンスの前に屈する結果となった防衛大リ —4 武蔵工大 
立教はテクニシャンの野田•東の慶 応リム国击館 
うまみのあるリ—ドに新人ながら防衛大站 I ^順天堂 
長身の有永ボリ I チを生かした巧日 大站— H 明 星 
みなシュ1卜をみせ各大学伏兵に順天を別 — U 武蔵工大 
しでやられたと云う驢が強く有永.日 大巧—如国±館 
の成長が特に目立った。中央は森飯 応别—^3明.星 
山.喜田•植木•の長身コンビが良〔後記〕衝勝をかけた日大1慶応 
く 走り前半 順調な滑り出しをみせ戦はともに小さなミスが目立ち得 
たが教大と引分けてから立教、日点機を自からつぶすという内容の 
体と 二 敗を 嗔し漫勝圏内から脱落乏しい試合だった。 

した。最終戦が早大の逆転勝ちを この両校と他の日校との間にも 
見せ、その チ ー ム ヮーク振りは賞"差"が生じているのだから全般 
賛される。今一段の精神面の充実のレベルが判ろうというものだ。 
が望ませる。早大、芝浦は実力を スど]ドのなさは勒前から指適 
出しきれず不振に酷ったのがおまされているが、プレーに正確さが 
れるが来年期待さおる要素が充がないのも各校共通の欠点である。 




せっかく一部と同がに日程を巧斤 
しているのだ。せめて上位の実力 
は一部の下化と比肩できるぐらい 
であって欲しい。 

明かるいが料もあるにはある。 
個人技をぅまくチ^ —ム プレ^ — に活 
かそぅと巧力していることだ。 

個々の選手では元田、田中(日 
大〕、古村(慶応)、川を(国±お〕、 
河住(順天堂)、清水(明星〕、 GK 
では吉田(日大)がずば抜けてい 
る。 (ち山茂 - NHK ) 
▽1■ 2部乂れ替え戦 (u 月の日 
閱'が体育館〕 

巧 治畫—了で日 ホ 

(1 毀2瓦— 9 jl (2 叟 

明治太は1部残留 

奮起の東大、全勝優勝 
▽同 3 部 

関東学院大東京学せで大 
東を理科大 218 モ葉工大 
東 大况 IU 明治学院大 
関東学院大巧東京理科大 
東京学芸大の一じ千菜工大 
あが大明治学院大 
東 大の 一 S 千葉工大 
巧城大巧 IU 関東学院大 
巧治を惊如 IU 東を a 科大 
関東を院大の — U 明治学院大 
を京を芸大東京理科大 
東.大口—8あお大 
巧が大巧— U 関東学院大 
東 大甲 S 千葉工大 
明治学院大東京理科大 


千葉工大 U (分〕 U 関東学院大 
巧城大 w—u 東京理科大 
東 大の IW . 東京学芸大 
東を学芸大の一 W 明治学院大 
東 大け—^3関を学院大 
巧が大 S—W 千葉工大 
【順位】①東大6戦全勝 W ホシ I 
ズンから2部へ復帰②東京学芸大 
日騰2巧(得 W 、 失が)③巧城大 
5勝2か(得 g 、 失 g ) ④関東学 
院大3勝2が1か⑥明治学院大2 
媵4か®*京理科大1勝5化⑦千 
薬工大5か1せ 

上智大が優勝飾る 
▽同 4 部 

上智大別— 5 青山学院大 
描浜南大独お学園大 
干葉商大都立大 
山梨大の — u 東京農エ^< 
横浜な大洗—巧青山学院大 
モ葉を大の東あ大 
上智大の独協学園大 
上智大 . 53 19 都立大 
お浜南大？口巧を農工大 
青山学院大 MIs 東あ大 
山梨大 SI 3 独協学園大 
都立大の —8 東京農工大 
上智大孤 —8 東京農工大 
都立大 S — じ青山学院大 
山興大 M 1 W 東お大 
モ葉商大 218 独協学園大 
モ葉巧大 S16 東京農工大 
都立大 WIU 横お商大 
山梨大の青山を院大 


独協学園大東お大 
上智大 WIU まあ大 
都夕大 WIU 山梨大 
青山学院大泌まを農工大 
横浜商大3 ( 分) S 千葉商大 
千葉商大が— 7 青山学院大 
独協学園大じ東京農工大 
おお商大州 IM ま海大 
上智大 2—9 山梨大 
都立大東あ大 
山梨大 UIW 描お商大 
上智大 WI 9 千葉商大 
独協学園大 WIU 青山学院大 
独協学園乂 都立大 
東あ大站 —U 東，京農工大 
千葉商大巧—巧山裂大 
上智大 w — 巧横お商大 
【順位】①上智大8戦全勝②モ葉 
商科大6腺1か1せ==来シーズン 
から 3 部へ復帰③横を商科大 5 勝 
2 か 1 分④山飄大 5 勝 3 敗⑥都立 
大 4 勝 4 か石括脚、失脚}⑥独協 
学園大 4 勝 4 か(得 M 、失揽)⑦ 
昏山学院大2勝6化⑨東お大1勝 
7 あ⑨東京農工大 8 か 
【後記】 3 部では東大が奮起して 
全勝を飾った。一一一田を中、むに1試 
合平均 M 点をたたきだしたを撃力 
が勝因だ。 

2位お下は各校とも、もぅひと 
つ安定感に欠けたボ、全般的なレ 
ベルアップは認められた。せ生 
(明治学院大 } をはじめをれた技 
価を持つ達手が見られたのも喜ば 
しいこと だ。 


4 部は、上位 2 校が自勘的に 3 
部へあがるといぅ申しあわせが刺 
げきとなってを戦が演じられたボ 
前季 3 部の上智大ボ最を日を待た 
ずまずを首位決めた。 

2位はモ葉商大、横あ商大、山 
梨大らで激しく争われたボ千葉巧 
大ボ巧くあ戦を切りほけた。 

そのほかでは新化盟の独協学園 
大、青山学院大両校の健斗が目立 
ち、 特に独協は 4 連がの あと4 連 
勝して五せの成績を残したのはみ 
ごとだった。 

巧待された前季2拉の東海大は 
最お戦に1滕したに留まる不おに 
をゥた(須賀通ホ.関ま学連委員 
長} 

日ホ大、ま女体大に辛腾 

▽女子 

日体大東京教大 
委体大盏 u )4 5京学芸 
東京学芸大不戦勝日ホ体大 
日体大ぉ而 u 2)3 国±ぉ 

東女体大国±館 
東京を大不戦勝日女体大 
日体大 W (面 h )3 減京学芸 

東るあ大？5益：：パ)1国±館 
を学ち u^8—4j7 国±館 


日体大不戦勝日女化大 
東ホか大東をあ大 

窒襄大確愛子芸 

東京女体大ス戦勝日女体大 
国±館不戦勝日女体大 

日体大東女体大 

【順位】®日体大 5 戦全勝感東京 
女体大 4 勝 1 敗感東京教大 3 勝 2 
敗@東京学芸大 2 勝 3 敗通国 ± 館 
1 勝 4 敗衙日女体大 5 敗(棄権) 

得〇 400021001 8 
がお見端恭谷野部島} 

S 久 橋 関 2 
巧阿熊浅川高大姫伊中 C 

K P 互審 \ 的 
G F I ,上久保 y ^ 

リ田ロハ公村熊田井間川田} 
巧す 〇 

巧小川沢中津藤石秋古永 C 
得〇 10030302 〇 9 

〔後記】女子リ—グは過ま日体大 
の独をに終始していたが東女体大 
は新人姫野を加えて一段と地力を 
増し熊谷を中、むとして打とう日体 
に意気盛んである。今季はか差で 
日体に屈しはしたがあなどれない 
相手となろう。 

他のチームはこの両校に比べる 
とレベルに差があり、今後の努力 
が大いに望まれょう。 

日か体大の不参加はかえずがえ 
ずも巧念で赵る部員全体の責任あ 
る巧動を望み来年の活躍を期待す 

る。舌中) 
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富山大、 7 度目の優勝 


ヒ 


信 


越. 


U 月2、3の両日、新加盟の信 
州大(長野〕など7校が参加して 
行われ予選り I グ 2組の あと 各組 
同位同±で1位城下の順化を争っ 
た。 

その結果、富山大が金沢大に前 
半で勝負を決めて6シ I ズン連続 
7度目の優勝となった。 

▽予運リーグ A 組 
富山大別—7金沢美工大 
本卵大の—5金沢美工大 
富山大じ—;本州大 
〔順位〕①富山大©本如大感金沢 
美エ芸大 / 
▽同 B 組 

福井大金沢工大 

金沢大お—7信她大 

金沢大お IU 金沢工大 . 

福井大那 — S 信州大 

金が大如—巧福井大 

金沢エ大 5:^ lu 信州大 

、〔順な一①金沢大®福井大感金沢 

工大®信州大 

▽日 • 6位決定戦 

金沢美術 〇 へ 6 18 一 8を尺 C ,-、 
丢芙 S 命ム jl 金が H ホ 

▽3.4 位決定戦 

本 W ホ M (歷 U ) K ぉ井大 

▽1• 2位決定戦 

官山大の(化 US ぶ金が大 


〔後記〕，優勝した富山大は技術 
気力ともに巧まして本如大との対 
戦で苦戦したなかはいずれも前半 
に腺負を決める"力"を見せた。 

江尻、を井、村沢らを主力とし 
た攻撃力はこの地区ではやはり扳 
群。 

2位となった金沢大は大型チ I 
ムとなり シーズン毎に向上してい 
るものの試合運びに難点があり自 
減した。 

本州大の活躍に比べて、基礎技 
術の出来あがっている福井大は練 
習 不足と精神的甘さボみえ低迷し 
ているのは惜しい。初参加の信挪 
大はを員1年生。素質も充分あり 
将来の成兵が期待されるチ—ムで 
ある。 

を肢的に競技力がレベルアップ 
しているがやはり中央球界に比し 
スピ I ド 差が あり、この 差をいか 
に早く縮めるかが今後の課題であ 
ろぅ。(若山博•化信越学連理事 
長) 

名城大、初の2位進出 


東 


海 


拙戦をつづけたボ、他校ボ星をつ 
ぶしあったため辛くも首位を保っ 
た。 3 シーズン連続；3を目、秋を 
リ I グの 優勝はこれで 9 年連続で 
ある。2位に初めてを城大が進 
出注目された。 2 部は岐阜大、 3 
部は滋貧大。 

女子は、復帰のあ阪女お大に記 
録的大勝をした中京大と中京女大 
のか勝になったが、ホずにを定を 
を増した中京大が快勝、日シーズ 
ン連攝6度目め優勝をとげた。 
▽男子1部 

中を大；3旅 u )7 を城大 


を古屋大 S 


な 


Iw 南山大 


愛知を大巧中部 H 太 
中京大 W 巧 u )8 南山* 
を古屋大中部て大 
を城大 W 品愛知あ大 
を城大 "( SUT 南山大 
愛知教大を古屋大 


中京大 


IU 


男子 1 部 6、2 . 3 部各 5 校と 
女子 3 披ボ参加し、 W 月如日から 
:;:|月^^日まで名古屋市 • 天神山球 
技場を主会場として開かれた。 

男子 1 部は中京大が 3 年な下の 
メンバー編成のため本調子に遠く 


を城大 W 踊 uw)u 中部美 
愛知教大？5(邮72ぶ南山大‘ 

中.を大"荷 u ^) じ名ホ屋大 

〔順位】①中な大5戦を勝②を城 
大3勝1败1分③を知あ大3勝2 
か④を古屋大2勝2か1々@1®山 
大1勝4化⑧中部工大5戦全が 
▽同2部 

愛か大 2— W 名古屋学院 
岐阜大？巧ぶ工大一部 
歧.阜大ロー；：3を古屋学院 
を工大一部が一巧三重大 
一一一 重大愛知大 
を工大一部 n — 巧么古屋学院 
岐阜大愛知' 大 
三 重大 t ;— 巧ぶ古屋学院 
ぶ工大一部 UI 8 愛か大 
岐阜大 111 重大 
【順位】①岐阜大 4 戦全勝^ 3 度 
目の優勝 ⑥お 工大一部 3 お 1 か③ 
一一 重大 2 勝 2 化④愛か大 1 勝 3 化 
⑥么古屋学院 大 4 化 
▽同3 部 


中部工大 


中京大 W (請 U ぶ愛知教大 

畫屋大叉。^) n ち城大 
引きかけ 

南山大聲が中部 H 大 


滋賀大口 
静岡大削 —S 
滋賀大 MIW 
お賀大 
県立三重大.划 
静岡大 
県立一二重大が一巧 
静岡大巧(せ) 
滋賀大の 
大同 H 大 S—K 


〔順位】①お貴大 4 戦全勝り初優 
勝②県立一二重大2勝1か1か③静 
岡大2勝1化1分④大同工大1勝 
3 か⑥を古屋工大二部 4 化 

中京大連続の男女制覇 


ほ阪ホ短 
大 

松阪たお 
大 


県立一二重大 
名工大二部 
大同工大 
静岡大 
.大同工大 
大同工大 
を工大二部 
U 県立一二重大 

重大二部 

名工大二部 


▽女子 

モ晏大が ( n ; 

中京大が ( iu ^ 

中京大 W 打 u )4 中京女大 

【順位 j ①中京大感中京女大感松 
阪女子短大 

〔後記〕1部は中京大の新メン 
バーがホ調整で安定感を欠いたた 
め近来になく混戦状態となった。 

しかし鈴木、杉本、吉田らを中 
、心とした攻撃力はスピ I ドで各校 
をしのぎ苦戦しながらも全勝をと 
げた。 

中京大にもっとも食い下ったも 
のは南山大で、前半 -1 3 とリ ー 
ド後半もその利を活かして逃げ切 
るかに見えたが、 残り2 か間に 3 
点を鸯われて逆転負けとなったの 
は惜しかった。 

後半、再ご一のノーマークと 7 -M 
T を落さなければ勝てた試合だ。 
2位争いは、はげしい星のつぶし 
あいから名城大が拔け出た。 

中京大の対抗とみられた名大は 
最後まで力を出し助れず B 級に落 
ちてしまった。 
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関 関大 大大大 
阪販阪阪 
お経 fe を 
学学大大大大 


——関西学生秋季リーグ （ 1部）—— 

関同桃経学体：勝負分 
® 関西大 XAOOOO ： 4 01 
②同志社 A X 0000： 4 01 
決定戰関大12—11同大； 

感桃山学 ♦♦ XOAO \ 221 
④大経大 •♦•XOO i 2 3 0 
風関学 ♦• AAXO ：131 
® 大体大 ♦•••♦X : 0 5 0 


2部順位①甲南5勝③阪大4勝1敗 
感京大3勝2敗感神大2勝3敗®立命 
1勝4敗®府大曰敗 


関西大 
同志社大 
大販経大 


同志社 S 
関西大巧 


f マ 

/8 I Q 

、て 

な —Q 




桃山学院い J じ 


関西大 W I 


て 


桃山学院 


同志社巧{趴 U , パ) U 大阪体大 


関 学现 fuuw } 如桃山学院 


ら — r 7' 

■弓きかけ 
大阪経大の{皿 


大阪体大 


同ぁ社 M (謂 U ぶ関西大 
引きせけ 
▼優勝決定戦 

関西大又で同を社 


関 西 


1部りーグ戦は W 月日から U 
月 n 日まで京都巿体育館を主会場 
に6校が参加して開かれた。 

予想どおり関西大、同志社大が 
順当に勝ち 4 勝おかで最を日に優 
勝をかけが戦した。前半リ I ドさ 
れた関西大は後半はげしく追いこ 
んで同点に追いつき引き分けに終 
わり、規定にょり再試合(優勝決 
定戦)となゥた b 

媛勝決定戦にもつれこんだのは 
昭和别年春季リーグな来25シ—ズ 
ンぶり史上 3 度目のこと。舞台を 
大阪府立体育館に移し U 月巧日に 
巧われた。 

試合はリ t ダ戦同ょぅ同志社大 
が前半をリードしたが、関大は終 
盤追いついたあと後半の分 g 秒に 
決勝点をあげ劇的な逆転優勝、2 
シーズンぶり 4 度目の優勝を飾っ 
た。 

なお 2 部 (6 校)は甲南大ボ 3 
度目、 3 部 C 6 校〕は大販外語大が 
3 シ ー ズン連続、初の 4 部(日校} 
は京都教大がそれぞれ優勝した。 
V 男子1部 

同志せ wf . 加大阪經大 
桃山学院大阪体大 
関西大 S 巧 ub 関 学 


関西大、驚異的な站りを発揮 


▽1. 2部入れ替え戦 
大阪体大甲南大 

了部) lit 4」9ミ叟 

大阪体大が1部に残留。 

2部は甲南、3部は外語大 

▽同2部 

巧都大じ IU 大阪巧大 
大阪乂 W —9 立命館 
甲 巧 ^5—9 巧戸大 
京都乂 W 立命お 
神戸大 WIW 大阪府大 
甲 南けム大阪大 
京都大 WIU 神戸大 
甲.南於—9立命館 
大阪大大阪府大 
神戸大过—じ立命お 
甲 南 WIS 大阪府大 
大阪大如—2京都大 
立命館 UI 7 大阪お大 
大阪大5;—9神戸大 
甲 南 K — g 京都大 
▽同3部 

大阪外語大； S — W 大阪工大 
大阪巿立大 w—u . 大阪薬巧大 
大版歯大 ；2;— u 和歌山大 
巧歌山大大阪工大 
大阪歯大？^|の大阪巿立大 
大阪外語大の大阪薬科大 
大販市立大 U —9 大阪工大 
大阪ル語大じ和歌山大 
大阪齿大大阪薬巧大 
大阪か語大 M —9 大阪巿立大 
大蚊を大巧 — U 大阪工大 
和歌山大大阪薬巧大 


大阪か語大大阪歯大 
和歌山大 UIW 大阪市立大 
大阪薬科大の—^2大阪工大 
I ：順位】①大阪ホ語大 5 戦全勝③ 
大阪歯科大 4 勝 1 か③和歌山大 3 
腺 2 欺④大阪巿立大 2 勝 3 化⑤大 
阪薬科大 1 勝 4 巧⑧大阪工大 5 化 
▽同 4 部 

京都教育大巧—巧.大阪教育大 
大阪あ育大の IW あ幾大 
追手巧学院の京都産業大 
追手巧学院細お畿大 
京都教育大巧京都産業大 
追手巧学院の一 23大阪を育大 
京都あ育大化— 7 お畿大 
京都教育大.巧—巧追手巧学院 
京都産業大 M — s ;; お.幾大 
大阪教育大巧—8京都産業大 
【順位】①京都教育大 4 戰全勝⑨ 
追手門学院 3 勝 1 か③大阪教育大 
2勝2化④京都産業大1勝3化⑥ 
近畿大 4 化 

女子学生巧がスタ[卜 

おがボ待望されていた関西女子 
学生巧が、今秋から大阪体育 大と 
大阪薬科大2ほに よって スタ— 卜 
3 連戦を斤った。 

大阪体大？5(側 U パ jl 大阪薬大 

大阪体大又細 U )1 大阪薬大 

大阪体大？5猛 U 。 2大阪薬大 
大阪体育大 3 勝 


2部は巧阜大ボ奮ちして全勝。 
ホ勢をかって1部に返りがいたの 
はみごとだ。 2 〜 4 位もかっての 
1部校が並んだが、いずれも鋭さ 
にたくましさに义ける。 

3 部はお賀大のホ撃カボあおで 
文句，なく1位となった。 

全般的なレベルアップは認めら 
れるが学連としては 3 部が現 2 部 
の、2部ボ現1部ぐらいの試合巧 
をが望ましく、1部はさらにその 
上に立つ展開が理おである。(的 
場吉憲.おお学連副委員長) 
女子は、ィンヵレ2位で自信を 
つけた中京大が順謂に力を仲ばし 
恃にを、砂おを中也とした攻撃陣 
の動きは鋭さを増した。 

決勝となった中京女大戦ではデ 

ィフユンスも 厚巧のあぶプ レ—を 
みせて巧手の ミスを 誘っては得意 
の速をにおびつけた。 

中京女大は、巧をらずホずにも 
ぅひとつスピードがなく、 GK 化 
岡のが守のみ目立.った。(後藤 
良■まあ学連ま員長〕 

▽1• 2部入れ替え戦 
岐阜大18中部工大 

(2 费 2 11(1 部) 

岐阜大は 3シ I ズンぶりに1 部 
へ復帰。 

▽2. 3 部入れ替え戦 


滋賀大 


费 ロホ. (2, 逊 

磁お大は 3 シズ I ンぶりに 2 部 
へ復帰。 


名古屋学院’ 
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岡山大首位を守る 


中 


国 


U 年2、3の両日が山市.愛媛 
大教育学部 グランドに 1部日、2 
部6校が参加して行われた。 

1部は春季優勝の岡山大が順調 
に勝ち星を重ねたが、最後戦で山 
口大の奮起に起って1敗を契し両 
校同率となった。しかし得失点差 
で岡山大がはるかに山口大を上廻 
り2シ！ズン連続目度目の曆勝を 
決めた。 

2部は香 W 大が新加盟となり3 
校2組の予選リーダの あと 各組同 
位者で順位を争った。その結果、 
広島工大が初優勝した。 

▽1 部 

お—^) 


岡山大又リ 1C 


広島大福 
山 


山口大じ広島お大 
岡山大松山巧大 

広蠢大3な M 强"齡曼福 


山□大の ( WISj 口核山商大 
I 島大福器 N 若山口大 
岡山大の1な~:^};2:広島商大 

ぁ山寞ぉ猛 N 则ぶ献島大福 
山。大 n 巧 u :^) u 岡山，大 


.〇 N 


松山®大 W (川 UW ) 巧広島商大 

【順位】①岡山大3勝1化(得 g 
失， S 〕. ③山口大3腊1化(得£§、 
失 S ?) ③お山商大2勝2化④広島 
商大1勝3化(得加、失巧)⑥広 
島大福山1勝3化(得的、失跑) 
▽ 2 部 A 組 

近大吳工学 3—8 山口大工学 
部 1 部 

に島大で S .1 口大工学 


島大 


近大吳工学 8.13 ド斗 
が 

【順位】①近大吳工学部感広島大 
感山口大工学部 
▽同 B 組 

広島工大が一な香川大 
愛媛大香川大 
広島工大の一2愛媛大 
【順化】®広島工大®愛媛大③香 W 
大 

▽5.6 位決定戦 

W 大了じ I 口大工学 

リ .4 位決定戰 
愛媛大刘1^3広島大 
▽1• 2位決定戦 

広島工大"而い)品 I 啊』ハ 
【後記】1部は各巧の実力が接近 
し各試合とも白熱した。 

慶勝争いは候補の山口大が巧3 
戰で広大福山にかれる波乱があ 
り、室まな試合ぶりをみせた岡山 
大ボ全勝を飾るかにみえたが、奮 
起した山口大の斗志にがれ、両校 


香 

V0 


同率となった。 

わずかに得失点差で岡山大の優 
勝となったが山口大にとっては広 
大福山戦が悔やまれょぅ。 

両校とも、ワンマン.チームで 
あり調子の整えかたに苦労してい 
るあたりにチームとしてのをを不 
おを感じさせた。 

3位の核山商大は3年な下のホ 
陣で全員に走カボあり来シ I ズン， 
が期待される。 

広島商大は長身選手を軸とした 
ホ撃力にみるべきものはあったが 
スタミナボなく、広大お山は山口 
大から金星をあげたものの閱スせ 
でその1勝だけにとどまった。 

2部は香川大のお加盟で6校と 
なり、広島工大がホずに一日の長 
をぶせて首位を飾った。 

1 . 2部 U 校の共通の欠点は基 
本技術のホ熱さで、特にまりこみ 
の不足が目立った。 

また、シュ ートと パスのチャン 
スの判断も鈍く自滅しでいるチ I 
ムも多い。 

しかし、シ I ズンごとに選手を 
員がゲ—ムに忠実となり、マナ I 
も向上していることは喜ばしくい 
つそう精進を願っておきたい。 

(越智武•競技委員長一 
鹿お島大が初優勝 

西南学院の王座崩れる 


秋の九如学生 ナンパ！ヮンを 
決める化如大学体育大会(ンドボ 
—ル競巧は、 U 月刘、？3の両日長 
崎市の国際体育館に日県 U 校ボ参 
加してトーナメントで 巧われた。 

進境いちぢるしい鹿児島太が熊 
本商大を降して勝運にのり、準決 
勝でを季2位の九州大(巧岡) 
を、決勝でも常勝西南学院大(福 
岡)に逆あ勝ちするみごとな試合 
ぶりでを願の巧優腊を飾った。 

九州学お巧で福岡、熊本なホの 
チームが優勝するのは初めて。 

▽1 回戦 

長畴大 WI 7 お岡教大 
お巧島大ロー8九州産業大 
福岡大 KIU 久留米工大 


立教、圧倒の3連隙飾る 

を3回東日本学生選手権(全日 
本学生王座東日本予選を〕は US 
の日節沢体育館に4学連巧の勝者 
によって行われ、立教(関東)ボ 
圧倒的な強さで3連勝した。 
▽準決勝 (=1 回戦) 


立 教4へ 
(関東) 2 '\ 

東北学院 

菓化. 

化お道) 


别一 


-WI6' 
UI5. 
9 18 
じ— 6. 


九 


少 H 


立 

教 

45 

V 

決 

勝 


▽準々ホ勝 

福岡 H 大 S 禍大 
\5——3 /_ 


九如大 U 


鹿児島大 


S 長.崎大 


で熊本商大 


中 京 
(東滿) 

富山大 
(化信雙 


雨 


東化学院 


西南学院 W 品 US ) 日巧岡大 
▽準決勝 

ぉ巧島大九州大 

西南学院巧福岡工大 
▽決勝 

巧児島大西南学院 


関西大も記録勝ち 

西巧と岡山大を大破 

第9回西日本学生王座決定戦 
(全日本学生王座西日本予選会) 
は U 巧別日、岡山大グランドに関 
西大(関西)、岡山大(中四国) 
の二校に、初めて九州巧表として 
西南学院大が加わり、三者にょる 
リーダ戦で巧われた。 

関西大 

(関耍 2 

岡山大又 sns ノ 
(中四国) 2 1^^17、 

M 西大叉な.：： 

【順化】①関西大③岡山大感西南 
学院大 


西南学院 
(ガ如) 

西南学院 
岡山大 
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横浜支社 



チヨタは印刷機材の合理化を推進する 
絲合メ I 力 I です。 


當業一二謀/栗田満夫 


パ I フエクトは 夢の印刷機 

(八王自動)です。 I 輪が 巧ん 

超薄紙から厚紙まで、化しい常奮 

人手の足りない工場じ大巧評。當業 i .'-/ 庄司ほ單 

パーフエ クト はたくさんの賞 
賛の言葉を いただきました。 
よい製 口 g をつくる励み じなり 


當業三課/巧巧行夫 


—-9 〇 


本な新社屋 



--フランスの技術研究（け）- 

狄から次へと変化を生みたす 

訳•藤 本 強 

(日本協会常務理事) 



フランスの技術研究も今回で W 
回になった。前回と前々回と‘攻撃 

フォ]メトシヨンの 実例について 
一. 述べてきにが、も51度今回攻擊 
-フォーメーシヨ ンについて実例を 
'見ていくことにする。 

これまでも、ずでに何度も触れ 
ているように、 ハンド ボ^ —ルのフ 
ォ ーメ I シヨン は一定のものはな 
く、先日来日したネデフ氏も再一二 
強調していたように、一つのフォ 
1 メ ー シヨンを その場に応じた変 
化がとれるようにするということ 
ボもっとも大切である。 

その変化に対応できるように、 
フォ I メ！ シヨンをチ^ — ム全員が 
十分に本質的、根源的にのみこん 
でいなければならない。ハンドボ 
I ルのフォ I メ I ンヨンを組みた 
てるために、もっとも重要なのは 
チ ー ムを員がハンドボ I ルのフォ 
1 メーシ ヨンのを質を十分に知っ. 
ていることでおる。これな前にも 
ちろん、チ I ムを員が基擺技術を 
十分にこなしていることが必要な 
のはいうまでもない。 

技術といっても、基砸技術が完 
をにマスタ I できてからといって 
いた.のでは、ま隙的でもないし基 
碟技術の習熟といった面からみて 
も望ましいことではない。 

むしろフオ ーメ I シヨンを組ん 
で実隙にこのフオー メー シヨンを 
組む隙に何かもっとも欠けている 
_ かを遠手自身が身をもって体赖し 


その中から自分にたりない基礎ほ 
術を習練していくことの方が実際 
的な方法であろぅ。 

また、フォ ーメー シヨンの練習 
をしながら、一寸考えさえすれば 
いくらでも、 基赃技術の練習はで 
ぎる。 

フォーメーシヨンによる 実隱練 
習、基礎技術の練習、これを組み 
合せ、反覆練習していくことがチ 
I ム を、プレ ー ヤ I を向上させて 
いく近道であろぅ。 

☆ ☆ ☆ 

例1 (1 〜3図参照) 

3—3 の攻撃フォ I メ I シヨン 
から前回の基本的な戦術•(本誌則 
号汾頁例5〕の理論を生かしての 
な擊 

1 ( 第1図)ボールは A 2 がも 
っていて A 2 には守備側の選手が 



ピ タリと マ ー クに入つていて、前 
回の9図のよぅにパスができなか 
った攝合には、 A 2 は A 4 にパス 
を入れた彼、左に走り、 fD 2 をマ 
I 夕させておく、 A 4 はパスを受 
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けるとやや左斜めに入っていき、 
D 4 をひきつける。そしてすぐに 
A 日にパスを送る。ボールは A 2 
iA 4 iA 日と渡った後、左サィ 
ドから中央に走りこんだ A 1 にパ 
スを入れ A 1 がミュートする 。 A 
1をマ I ク ずる D 1 は A 3 が ブロ 
ック する。 D 3 は A 3 にひきつけ 
られているので A 1 はノ I マ] ク 
になる。 

2 ( 第 C ；! 図参照) 

1のょうに、パスが渡り、 A 5 
にボールが渡ったが、左から入っ 
てきた A 1 に D 3 ボマ I クして、 
ついていった時には、 A 5 の判が 
が重要になる。この時、 A 日が 1 
の時と同様に A 1 にパスを入れて 
しまったなら、フォーメ I ション 
として、ここでおわり、な後の攻 
撃の芽はつまれ、ずべての攻撃は 
ふりおしにもどらざるを免ない。 

この 時、 A 日が十分に情況をみ 
つめ、 D 1 を ブロック している A 
3 に パスを入れたならば、 ここに 
A3 がノ I マーク になるという情 
況が生れる。 この 時に A 5 は必ず 
D 日の方に進み、十分に D 5 を自 
分に引きつけておく。 

1、2、の時ともに、 A 4 は A 
日にパスしたを、むしろスピード 
をもって、ややうしろに下がり、 
D4 を前に引きだし、ポストでの 
細工を巧能にするためと、シュ I 
卜後の反撃にそなえる位置をとら 
なければならない。 


3 ( 第 3 図参照) 

2 図のような A 日 1A3 のパス 
が不可能であった場合には、次の 
策として、ボールは A5—>A4 ( 
やや後に下がり、安全圏にいる〕 
にかえる。 

このがには、守備側はすべて右 
によせられているので、ねらいど 
ころは左にある。 

この時には、 D 6 は A 6 に引き 
つけられている。 D 日は A 5 につ 
き、 A 1 は D 3 にマ ー クされ 、 D 
1は D 3 につかざるを得ない 。 A 
4に当るべき、 D 4 はポストが甜 
れてきているので、下がらざるを 
得ない。 A 2 は1の情況の時に左 
サイドへ向けて動いている。 D 2 
は A 2 がサイドに移っているの 
で、右サイドよりに位置を変えて 
いる。 

A4 は A5 からパスを受ける 
と、すぐにボールを左に振り 、 A 
2にパスを入れる。前述のような 
情況ができあがっているので、ノ 
1 マークになるであろう。 

前回の 6、7、8、9 に続き、 
今回の 1、2、3 と全部で 7 回の 
シュートチャンスの可能おを示し 
た訳であるが、ここからも、まだ 
多くのチャンスを産みだす可能を 
が残っている。 A 2 に D 2 がつい 
た場合には 、 A 4 がやや左にまわ 
りこみ、ミドルシュ I 卜のチャン 
ス、 A1 が左に入り、ポストシュ 
I 卜のチャンス(この隙 A 3 が D 


3 をブロック)等々のシュ I トチ 
ャンスがいくらでも生れる。 

な上に実例でも述べたように、 

'ハン ドボー ルの フォ ーメ I シ ヨン 
.はいくらでもバリエーシヨンが生 
れうる。要は味方の選手と相手の 
還手の動きを見たとっさの判断の 
中に フォ I メ I シヨ ンは あると い 
っても 過言ではない。 . 

その中でも、特にそのが、その 
時にボ]ルをもっているものの適 
格な判断が必要とされる。 

もちろん、他のものの割断がな 
ければ、パスをするところもなく 
なって しまうし、 I つも可能性の 
ある展開とはならない。 

〇一つのフォーメーシヨンを練習 
ずることは、何よりもその場その 
場での選手の判断をお要とし、そ 
の利斬の練習をすることにも大い 
に役だつ。 

フォ I メ^ —シヨンを練習すると 
いうことはそれ一つを練習ずると 
いうのでは意味はない、ず備側の 
対応のしか.たを見で、チ I ム全員 
がどのように動くべきかの問題に 
とり組ませ、試合の蜡で、それを 
どのように適応ずることができる 
かの練習にもなってこよう。 

何よりも、フォ I メ —シヨンを 

練習問題とずるならば、実戦の場 
でででくるあらげる種類の応用問 
題にも対処できるようになること 
が大切なのである。 

こういった問題ずベて.に対姐で 


きるようなパタ I ン〇 フオ ーメ I 
シヨンは期待するべくもないが、 
しくつかのパターンをマスターず 

ることと、個々の選手の好判断に 
よって、解決していくことがな撃 
を成巧させる要件になろう。 

要は形にはまったフォ I メーシ 
ヨンはハンドボールには、確立で 
きない、しかしながら、ある種の 
。ハターンをうちたて、こう動ナゴ 
どうなるということが予測で きる 
ようにあら呼るプレーヤ I がなる 

こと、これがフォ 1 メ！ シ ヨンの 

線習の一つの重要な要素となって 
いる。 

フォ— メ I シヨンの練習を通し 
て、解決していかなければならな 
いのは、いくつかの•ハターンを覚 
えること、フ ォーメー シヨンの本 
質、根源.をのみこませること、こ 
れらを通して、実戦における、あ 
ら冷る状況に応じて、を撃をする 
ことができるようになることで起 
る0 

今回で攻撃のフォ—メ I シヨン 
をおわり、次回からは、特谏なお 
における(たとえば、 フリ1スロ 
I 、 コーナ I スロ I 、 反擊速攻な 
ど〕フォーメ I シヨンの必要点に 
ついて、 二、 一一一回述べて、この フ 
ランスの技術研究をとじることと 
したい。 

要は基腿パタ I ンとそのバリエ 
1シヨンを時宜に応じて使うとい 
うことにつきよう。 
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一 連載.技術教室 ⑥----- 

基礎技術の重要さを強調 

— NHK . TV . r スポーツ 教室」を 見て 一 
_--松 島 陽太郎 

(大阪巿-投稿) 


NHK 教育テレビ「スポ ー ； 
ッ教室」は U 月 W 、 け日の両 I 
日ハンドボールを採りあげ巧 I 
映した。 

今回は、解説を勝惑夫日本 I 
■お会選手強化指導委員、実技 I 
を全日本お合選手権擾勝の全 I 
立教大学が巧当。第1週を基 I 
本巧、萬2週を応用技に巧け I 
てを角的な指導が写し出され I 
たが、この番組をみての感想1 
が寄せられたので"誌上再 I 
録"の恵巧からも御紹かしよ！ 
う。なお聞き手は NHK アナ I 
ウンサ—川原恵輔巧だった。 一 

nhk の教育テレビボスポーッ 
教室を何がからはじめ、(ンドボ 
I ルが採りあげられたのが柯時ご 
ろからかは知らぬが、今回のょぅ 
にちがを大学チ I ムが担当したの 
は久しぶりの ことのょ ぅな気ボす 
る0 

髙校チーム(去年は明星、一昨 
年は接ムロだったと記憶するが—) 
ボモデルだと、いかにも先生に教 
えられた とおり 動いでいるといぅ 
感じボ テレビの 画面で もょ く判っ 
た。それボ大学 チー ムだと、さす 
がに奔放な面ポちられ、それなり 
の特長ポ感じられた。——これボ 
今回の スポーツ 教室を見てまず巧 
をに殘つた点である。 

制作された巧をも、たぶんにそ 
うした意融ポ働いていたようでか 


なり高度な技術やプレ—が克巧に 
紹介された。はたして、指導者の 
まったくいない高校チームがコ I 
チ巧りにあの画面をぶていたら果 
してついていけるかどうかという 
懸念もないわけではなかったボ 
一方、何時までも「キャッチの際 
の手の開きは……」などといって 
いるのもどうかという気持ちを抱 
く。あの程度のレベルまでは消化 
されるだけの平均的水準はあると 
してよいのだろう。そうした意味 
で結論からいうなら今回の巧をは 
「非常に実益的であった」といえ 

よ5。 

な下、内をの順をあって感じた 
ままを記そう。 

実戦をちえて基本技を 

'①ランニングクロス•フットヮ 
—クなどを挿人したランニングの 
紹介ボ面白かった。大学な上のチ 
—ムならば試合前などのランニン 
グで、その日のコートのコンデ T 
ションを知ることも化ホよう。屋 
ホならば地面の凸凹、風向などを 
走りながら観察すべきなのだ。 

②キャッチボールつねに身体を 
動かし、それもかなり前を左右に 
.大きく動きながらおげ、走るとい 
うこと を強調していた。 

U 人制時けは遠巧力などをつけ 
ること も キヤツチ ボ I ルの一つの 
目的に されこれほどおおな動巧は 
求められず、その慣習ボかなり今 


も根強く残つている。 

うつぶせ、長座からの投捕は目 
新しい方法ではないボ このような 
おかはやはり化要だ。 

一回転して淳をける動作は巧 
捕のためにさして劲まがあるとは 
思わぬが、キャッチボールがに反 
射巧を養成の練習を加’えるのは巧 
しい考えだ。 

③ 。ハスの紹介平凡な巧を。屋内 
n — 卜 での試合が多くな つたこと 
を考えれば、バランスパスや比較 
的長い距離でのパスについてもう 
すこし細れで もよ かつたようだ。 

を型パスとしでトリッキーなパ 
スの紹介があつたボ、こういう例 
の化いは難しい。解説もいささか 
ましい口調だつた。をい遇手に多 
用を劈励するわけにはいかないし 
かといつて、こうしたパスが時を 
得て使われるようになれば、試合 
稱成は充実する。 

を指導者(特に高校の…)の適 
'切な指導ボ望まれよう。 

④ バス棟習当然のことなボらラ 
ン.パスが中、む、特にをつた凍習 
方法もなく、わずかに「8の字型」 
のサークルパスのアィデアボ目に 
ついた。 

三角(トラィアングル)、ホー 
ル n — トパスなどホれんされた立 
を大の鮮やかな練習ぶりは目を見 
はらされる もの ボ あり、あまり a 
想的に流れるとほ術映画だという 
ことををれて ひきこまれてしまう 


「よいパッサーのをか」が個を書 
きで示されたが、をはよいパッサ 
1とは、配战をすぐによいレシ I 
バーに転じることの出来る選手だ 
と思う。パス、キヤッチボー体と 
-いうことは、パッホー、キヤチッ 
ャー同体に同意語であろう。 

⑥ドリプ'ル練習パス全盛の時巧 
にあってドリブルを使うのは、化 
い次元のプレーのように錯覚され 
でいるが、大きな間違いだ。 

3歩3秒というハンドボ^~ルの 
大原則がある W 上、ドリブルはい 
ぜん大きなホ武器であるハズだ。 

しかし、昨今の選手のドリブル 
の稚拙さ、特にそのスピード(速 
力)のなさはひどい。 

この教室でも、ドリブルのお要 
せは説かれたが、その速度につい 
ての要求がなかったのは惜しい。 

練習方法については目おしい内 
をはなかったボ、簡単にいつもは 
化巧され， ると ころをかなり多くの 
方法ををせたのはいい。 

「投げ終わってから走る」とい 
う習慣がパス練習、ドリブル練習 
の2回にわたって説かれたボ高校 
遇手は、片時もこれは忘れてがし 
くない。ボールゲームのこれは铁 
貝も 

⑥シュートの練習 シュートのコ 
1スが一をしていたのは特別の狙 
いがあったのだろうか。 

同じ モ I ション(フォ ーム) か 
ら自 巧の コ I ス——招に 上. 下— 
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に射ち分けることが望ましいと思 
う。安直な紹介にすぎた。 

しかし、とびこみ、倒れこみの 
指導はさずがに NHK らしい気の 
配りょうで念を入れた構成だ0た 
特にとびこみでまず受け身を強 
調したのはいい。 

初ム者にはかえって高度な技術 
に見える という 逆説もあるが、実 
際問題として、いきなりとびこみ 
横転などできるものではない。 

欲を云えば、シュート別の得点 
成巧率を示して、このょうなデー 
夕が赵るから、.こうした齡度の高 
いシュート技術が必要だといえば 
いっそ^説得力を伴ったと思う。 
⑦補助運動卷ホが録的なニュア 


云ゥていた」となれば、その勁果 
はまた別で遣ろぅ。 

個人技のつみかさねを 

.実戦篇ともいぅべき『応用練習 
指導』は前週にもましてモデルチ 
1ム立教大の特色が現れ興味深か 
ゥた。 

時にお家芸のセット ホフ H ンス 
の部分は、技術映画と同時に「立 
教大プレーの分が」でもあってフ 
ァンとしての 立ち場をも满足させ 
た。 

⑧チ—ム攻撃の基本練習 「速 
を」の項目で、その条件としてサ 
イドの劾用と、厚みの ある 攻撃を 
強調したが同感だ。 


ンスで面白かった。 

鞋に、最近流行語になったとも 
思先る「巧緻 (こうち) 性」の訓 
れんを目的とした運動が紹 かされ 
たのは タイムリー である。 

一人の連手がなんなくボールを 
片手で履り、 ぐるぐる 廻してみせ 
たが、全篇を通じてボ I ルを片手 
で握れる ようにという 指導がなか 
ったのは、高校生の体位を考えて 
のことだろうか0 
『基本技』 というタイトルにふ 
さわし く、解説者、 アナウン ホー 
ともに 「基礎の大切 さ」 をくり返 
していたのは当然のことな.がらを 
重な忠告である。 

現場の指導者も、つわにこの点 
をいっているのだが「テレビでも 


速をというとあまりにも直線巧 
というィメ）ジがあるが、そのな 
かに多彩さは必要である。 

速攻の拙いチームの共通点は直 
進力のなさと原味(フホ a I )の 
うずさに套る。 

「遅攻 J でステップについて注 
目ずるぶがあった。つまり フット 
ヮークこそ選攻の基本という考え 
である。 

また、遅攻という言葉は、プレ 
—の緩漫、遅さにとられがちだか 
ら「セットオフェンス」と呼んだ 
ほうがよい、との意見は面白かっ 

た。遅を-セットを組んだあ.と 

いちばん要求されるのは実は"ス 
ピ！ド"なのである。 

それが、遲攻 というとスピーデ 


な動きを必要としないのではとい 

ぅ誤解が下位ランクのチ J ムに多 

、〇 

V 

フィルムを見ていて驚蹲させら 
れたのは立教大の計算された動き 
である。番組用に瓶書きがあった 
の.かも知れないがスピード、パス 
テクニック、キヤッチ(ハン ドリ 
ンダ〕の一一一要素は"最高"であっ 
た。なるほど遅攻ではなくてセッ 
卜•ホフエンスである。 

パスと選手の動き(動きの範西) 
についての解説もな内容で、化度 
の選手の位置は深くない方がよい 
という点と口—リング段階でずで 
に攻撃体制に入っているという主 
張は貴重。 


平凡な錬習風景の紹かに終った 
のは意外。 . 

立教の独創的な練習法がもぅ少 
しぶられ ると 思ったのだが。 

攻防戦の展齡もダプルポストー 
辺倒だったのは解せない。 

やはり初、心チ I ムのためにもポ 
スト (シン ダル)攻撃の紹かは必 
要ではなかったか。 

©フリースロー及び7 m スロ—の 
練習表面的な解説に胳った。し 
かし7 m スローについては、これ 
まで凶上に時間がかけられていた 
のはょかったと思ぅ。アナゥンサ 
1が「成功率が低い」といつてい 
ただけに念入りな攝成は当然だ。 
⑩チーム巧備の基本練習フット 


ヮ I ク練習はごく常識的な紹か。 

ヵット舗習も基本的な動作が写 
し出されたが、ヵット守備の一方 
法として、特定の還手へのパスル 
I 卜を切断する考えかた、特定の 
地域へのパスコ I スをマークする 
考えかたの二つが解説されたのは 
興味深かった。 

こぅした"考えられたずり"が 
每チームでもっと關発されてよい 
と思ぅ。 

ずりの基本精神として『貴巧 
感』を強く望まれていたのも共感 
を抱いた指導者も多いだろう。 

十一人制時代のデイフュンスは 
を•守分業が確立されていたため 
実に基本がずられていた。考えて 


かけていたのだから 当.りまえかも 
知れぬが、それにしても最近のデ 
ィフ H ンスの盐れはどうし たこと 
か。 

おかれても、せまいコ I 卜のた 
め、それがすぐ失点につながらね 
ヶースも多く、守り.の繰習が怠ら 
れているのだろう。 

「抜かれまい」「ずり'ぬこう」 
という気力はディフユンス上達の 
最上無二の道である。 

チームとしてのま戦的なず りに 
ついては、試合場面を使って説明 
されたボ、巧い企画だった。 

攻撃ラインとの間(ま)、詰め 
などは実戦凶外で体得する ことは 
難しい。 


欲ををえば、長身邁手に对 して 

のマン •ツゥ•マンとゾ I ンの璃 
成 シフトなどについても触れて欲 
しかった。 

© GK の練習親切な構成で、特 
に目新しい練習方法が紹 かされた 
GK の綿習というものは、どう 
しても 「しぼる」 要素が 強くなる 
が、 ここで も実戦的な考えが貫か 
れていたのは、今回の教室のまと 
めとしても適巧であった。 

まとめとして、個々の技術がチ 
J ムプレーに活かされてはじめて 
一連の練留が生きたものになると 
いう意見が伝えられた。 

■よいチームプレ I は、正しい基 
本の集積であることは古くから口 
をすっぱくして云われていること 
だが、こうしてブラゥン管から改 
めて強調されると考えを新たにず 
ることができる。 

冒頭に述べたように、実技モデ 
ルの立教大の洗れんされたプレ I 
同よう、解説も基礎の重大さとィ 
ン サィドヮ I クを 巧く ミックス さ 
せて スマ ー トな構成となっていた 
ことは、今回のこの番組を成巧さ 
せたといってよいだろう。 


⑨ディフ H ンスをつけた 攻擊練習■みれば、.練留時間の大半を守りに 
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大阪イ I グルスが 5 連勝 


を 

地 

の 

記 

録 


第8回西日本一般まモ尾手権は 
U 月 W 、 口の 2 日間福岡県ル倉体 
育館に関西 U 西の 9 県から U チト 
ム入 ま業团 2、 教職員 3、クラブ 
6〕が参加して卜 I ナメントで巧 
われた。 

各地区のレベル平ち化を物語る 
ょぅにげ試合が多かゥたボ、やは 
り金国大会を経験しているチーム 
の地力が目立ち、を日本教職員2 
位の大阪ィーグルスが一一一麦レ大竹 
(広島〕、館本クらの挑戦を退け 
て 5 年連続 5 巧目(大阪教員時け 
通算)の優勝を飾った。大阪府け 
表の優勝は6を目。 

▽1 回戦 (3 試合〕 

ル含 HO iu'\o 葵 


科群骑の猛 Nsjw 黃 


P ミ 


編 r 為山)の議 レィ 

锦本ク些 . の圓岡教員 


熊本ク〇 
(熊吏3 

.▽準決雕 


▽決勝‘ 

绣1 S { IM 菩熊本 

得0 1025705 jw 
幻田木田旧妻方利 
林 井 

*7 二 ■ J J ' 


ク 

都) 

へ w — e で西南ク 

な— 3 Y 霜岡；一 

大分教員11^巧—け一日；础 
(大分〕3店—爵歌山) 

▽準々決勝 

大販ィール倉エ〇 
グルス 4京—逆 B 

一一囊レ大又 u — e で唯世雙 
巧 3 幕— 9 (長.崎) 

雜叉削 N 妙 M さ f 


疏 U )。 f 山山ロク) 


^島荒津元.上おち 
K P へ主審一 


G 




益鞍 


別崎島'尾井塚 K 巧木藤上岡） 

K 島ホを福蹈自木青化井化 U 
得 〇 02741266001 如 

〇 . ベスト4までは波見なく進 

んだボ準決勝は白熱した。大阪— 

一一一麦レは、後半一二菱レが巧原の巧 

プレ^—を中、むに追いこみ別分别— 

のまでつめたが、大阪はそのあと 

井上、巧両ベテランの巧技で得 

点、辛くも进げ切った。 

照本クー福岡教員は後半巧分；3 

I 如とリードされた熊本が、残り 

5分間に井の4点と上妻のゲット 

で同点とする驚異的なおりで延長 

にもつれこみ、を2を長のか 

ら熊本クが4点をもぎとり熱戦に 

ヶリをつけた。 

〇……決勝は大阪の2回にわたる 
集中及撃ボ効を奏した。 


最初は前半のか 8 —8 からの 4 
点連巧、 2 度目はを半 2 分からの 
5 点連取だ。これでスコアはけ— 

9と關き熊本も県命なに撃を示し 
たが及ばなかった。 

岡山大、教員クらをおさえる 

▼岡山県-お男子巧を選手権 (U 
月 . U 日) 

.▽準々決勝 (3 .試合) 

関西高 OB SIU 山陽ク 
倉敷 hob 53 IW 岡山ク 
岡山教員ク％—7岡山 hob 
▽同準決勝 

岡山大班—日関西高 OB 
岡山教員ク化倉お HOB 
■▽同決勝 

'巧山夫3^7 IU 一 9岡山あ員 
ぉ让ホ呈ぶ一8 jl ク 

▼第4回長幅県高校新人大会 (U 

月-佐世巧高) 

▽ち子1回戦 (2 試合) 

お世巧化 WI 5 西 あ 

口. がの一8長崎造船 

▽同準決勝 

佐世お化け14長崎エ 
口 加 815 鹿町エ 
▽同3位決を戦 

鹿町エ巧—了長崎エ 
ク同決勝 

ぉ世保化 s ( nu 丫。加 
▽女子準決勝 

佐世保商 U —3 が世保化 
島原農7 ^3 長赌北 


▽同3位決定戰 

長崎化9 I 日を世保化 
▽同決勝 


佐世巧商 


島原農 


大崎電気男女優勝 

第6回東を都遠手権は U 月 W 日 
から 加日までの6日間胸沢屋巧巧 
技場に一般巧モの、同女子8チー 
ム、今年から新たに設けられクラ 
ブ(男〕部門には；3チームボそれ 
ぞれ参化して開かれた。 ' 

一般巧子は、国体1 • 2位の大 
崎電気、三景をはじめ関東学生巧 
の有力校が顔を揃えたボを立教は 
学生王座の戦いを控えてそちらに 
主力をそがれ、を日化大、滴水 
を、芝が工大、日か大を連破した 
大崎電気が 2 年ぶり 3 を目の媛勝 
を遂げた。 

か勝戦日か大はみ調にホめ、 
巧か、 ポスト プレ I と 多彩にな撃 
し、3 —〇とリード、 續位にたっ 
たが、 四年生を除いた メンバー で 
あったため、大崎の ベテランの 巧 
技に次々と化点されリードを奪わ 
れだ。後半は日体大のぺ I スボぉ 
'ち、 大崎の ベテランのプレー に ふ 
りまわされ、大差となってしまっ 
た。 

サ子も 社会人、学生の強豪の出 
場となり激戦をおじたボ、決勝は 
大崎電気、111菱鉛筆の昨年同様の 

飯豐 11 霞留靈バ髮对 


三一费を5|0とリードした大崎電 
気がを半の一二菱のをい下りをかわ 
し優勝した。 

初のクラブ部門は、高校ま手の 
OB を主力とした「深川を」ボ、 
若木クを破って廣勝。 

▽一般男子準々’決勝 
芝浦工大巧 18 一二 貴 
大帷電気 a —9 滴水会 
日体大千け田印刷 
全立大じ明.星ク 

大崎電気の IW 芝浦工大 
日体大 WIW 全立大. 
▽同み勝 

大崎電気撕パ 
▽女子準々決勝 


東女体大 
日体大 
一二菱飽筆 
大崎電気 
▽同準決勝 
一二菱鉛筆 
大崎電気 
▽同決勝 

大崎電気日 


巧—6 
816 
巧—6 

UI 6 

如—9 
巧—1 


巧日体大 

東京教大 
菱和ク 
美和ク 
.東京重機 

東女体大’ 
日体大 


丫一二菱路筆 

▽クラブ (男子)準決勝 
深川を如—じ S D P 
を木ク SIt ; 学連委ク 
▽同決勝 

深川を文卽 N ^) s を木ク 
▽高校男子決勝 

神け苦 u ) s 明星 
▽同女子み勝 

ル平も U 丫伎成 
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ク中学男子決勝 

深川四中じあ原一中 
▽同女子み勝 

深川五中 2—4 横山中 

綾ケお高が全勝優勝 
◊青森県高校(男子)秋を選手権 
(9 月-一一一本木高〕 U リーグ戦 
廢ヶ沢 WI 8 青 森 
柏木農： 5—6 三本木 
陵ヶ沢の [8 青•を商 
青 'ま M —7 柏木農 
青を商 WI 7 一一一本木 
隱ヶ 'が' の— 4 S 本木 
青 をに一 C 0 青を巧 
陵ヶ沢 UI 9 枯木農 
青 森 WIe 一一一本木 
青森商 9—7 巧木農 
〔順位〕①陵ヶが 4 戦全勝③青森 
3 勝 1 敗⑤青を商 2 勝 2 化®巧木 
農⑥ 一一 一本木 

ブラザ—、学生势を連破 
◊第7回愛知女子社会人.学生が 
抗戦 ( W 月-を古屋) 

むおザ — 爲おり中巧大 

む|^サ— 中京ま 

男子実業団は富±製鉄 
▼第 U 回愛知実業団リ—グ (9 月 
を古屋金山体育館)：=男子のみ 
▽1 部 

宫+製鉄 B 大同製鋪 
トヨタ 車体タ ヨシ 産業 
富击製鉄 A 如—巧富 +1 製鉄 B 
トヨタ 車体大同製飼 


日本碍子洗—；3 タヨシ産業 
富 ±製鉄 A 加 I が 日本碍子 A 
大同製銅巧タヨシ産業 
日本碍子 B 不戦勝 S 蒙重工 
宮 i 製鉄 A W — W トヨタを体 
富±製铁6 日本碍子 A 
中部電力の IW 一二麦重 H 
トヨタ車体；5—巧.富击製鉄5 
富+1 製鉄 A 別— 7 タヨシ産業 
大同製銷別—巧日本碍子 A 
中部電力^;—じ日本碍子 B 
富 ±製製 A 巧タヨシ産業 
富±製欽 A じ大同製謂 
トヨタ辛体の—の日本碍子 A 
〔順位〕 ①富 ±製歎 A 日戦を勝り 
6 連勝 7 度目の摄滕©トヨタ車体 
4 勝 1 敗@宮±製鉄 B 3 勝 2 が④ 
火同製銷⑥日本碍子⑥タヨシ産業 
〔2 部順な】①中部電力(初優勝) 
感日本碍子 B 感一二妻重工 
▽1• 2部入れ替え戦 
タヨシ産業巧 — U 中部電力 

お台、名女商強し 

▲愛知県高校新人大会決勝大会 ( 
U 月•を古屋) 

▽男子準々決勝 
西 尾 UIS 岡崎化 
豊橋エ ni 8 一宮エ 
按 台巧—ぶ岡崎エ 
名城大付巧豊橋商 
▽同準決勝 

西 尾如—8豊橋エ 
楼 台 W —6 名城大せ 
▽同3化決定戦 


お城大付 U —9 豊橋エ 
▽同決勝 

あム。及。い丫西尾 

▽女子準々決勝 
名女商 9—4 一 宮 
豊橋商 U (か〕 U 中川商 
抽せんで豊橋商の勝ち 
离蔵女商：^— 2 岡崎化 
淑 徳半田商 
▽同準決勝 

名女商 U —4 豊橋商 
高蔵女商5 1 2 淑 徳 
▽同3位決を戦 
豊橋爾6 —5淑 觸 
▽同決勝 

をホ商4¢;;; U パ}1高蔵女商 

男女とも新進にを愚 
▼第6回福島県高校新人選手権 ( 
W 月.ル高町〕 

▽男子決勝卜 I ナノント準決勝 
南を津心聖ホ学院 

ま積福島 
▽3 位決を戦 

聖光学院刘 —8 福 島 
▽ホ勝 

南会津乂を積 

南会津高は初優勝 
▽女子決勝トーナメント準決勝 



福 島， ホ80郡山女 
▽3 位決定戦 

小高農 W 13郡山女 
▽決勝 

本 S 丈；丫福島女‘ 
本宮高は初優勝 

ル高農 OG 、 宗おを破る 

▼福島県-般女モホ勝戦 ( W 月. 
小高町) 

小高農〇 7 1^6 17 日 東北宗形 
G Ilnl 8 Y 製作所 

山陽かの好調つづく 

▼広島県高权秋季選手権 ( U 月- 

墨賣 ’ 

▽男子準々決勝 
宮 原じ — S S 津田 
修 道の一 2 吳.商 
一二原 H 興 エ 
広 刘吳港 
▽同準決勝 

一二原 H 7 1 5 広 

宮 原；5ム修 道 
▽同決勝 

一二原.王 3 IU 宮‘原 
▽女子準々決勝 

豊 栄白 木 
戸 手 C - I 〇 寶 茂 
広島一女商 W—0 宮 原 
山陽女 55 — 0 吳 商 
▽同準決勝 

山腸ホ6 —5 広島一女商 
豊 栄 8 14 戸 手 


1>同決勝 

山陽女 910 豊 栄 

一般は S 菱レ大竹 

▼広島県 I 般男モ選手権(じ月. 
盈進高) 

▽準々決勝 

S 菱レ大竹の一 8吳造船 
日新製銷巧—リに島大福山 
菊松会の 盈進ク 
広島商大日本鋪管 
▽準決勝 

三菱レ大竹の一巧 日新製鋪 
菊松会別 — S 広島商大 
▽決勝 

一義レ大竹挑ム菊桓会 

頑ハ合敗れる波乱 
▼宮城県高校新人大会 ( U 月•宮 

城二轰 

▽男子準々決勝 
古川 H 巧—目塩 蓋 
古 川 U —9 宮城一 
化台商； S —5 東北学院 
宮城二； 5 16 電 モ 
▽同準決勝 

古川ェ 9— 目古 川. 
化台商 UI 7 宮城二 
▽同決勝 



古川 H は 3年ぶり2度目の優勝 
▽ホ子準々決勝 
涵 谷？5 —2 塩 蓋 
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古川女 w —1 祇園寺 
宮城二女 S —1 宮城一女 . 
宮城一一一女 917 古川商 
▽同準決腊 

浦 谷 81 3 古川女 
宮城ニホ23—日宮城一一安 
▽同決勝 

宮城 ir 女7巧 U で'倆谷 
宮城二かは初優勝 
活川、武庫エを振り切る 
▼ち庫県高校新人大会 ( U 月、尼 

望〕 

▽き子準々決勝 
.が庫エ S —7 竜 巧 
滝 w 尼 崎 
巧石南 WI 6 兵庫エ 
巧 石 n —7 御影エ 
.▽同準決勝 

武庫エ？ 2—9 巧石南 
滝 W W — S 巧 石 
▽同決勝 

^ 川茜 N 若 武庫ェ 
滝川高は2度目の優勝 
▽女子準々決勝 

.甲子園学院 W —1 佐 用 
夙 川 6 IS 神 戸 
県神豆局 61 5 明石商 
鈴蘭台 8—8 県尼崎 
抽せんで鈴蘭台高の勝ち 

▽同準決勝 I 
甲子園学院日—3 反 川 
県神戸商 W 14 銷蘭台 
▽同決勝 


一 I モ園爭 .9 な U で置戸商 
甲子園学院は2を目の優勝 

AO 技、 国学院 B に敗る 

ザ第 W 回栃木県お合選手権 ( U 月 
を都宮市) 

▽男子準々決勝 

海上自術駭 W —6 国学院 A 
国学院 B ^3—8 足利商 
A 〇 - K 巧—；5足利 H B 
宇 H 〇 B 石橋高 OB 
V 同準決勝 

国学院 B S — U 海上自衞歐 

A 〇 K ^ムぞエ〇 B 

▽同決勝 

国学院 B の(例— A 〇 K 
国学院高 B は3連勝 
▽女子準々決勝(》1回戦) 
お木女高 ^513 足利女高 
国学院 A ^ s —9 小山城南高 
国学院 B 馬 .頭 
▽同準決勝 

栃木女 SI 7 お利商 
国学院 A 国学院 B 
▽同決勝 

あ末女高巧3国学院 A 

水 海道 二 高 A が優勝 

▼第 化 回巧城県お合還手権 (U 月 
•笠間髙) 

▽女子準々決勝 

石岡二高 B W —9 鈍田二高 B 
を間高 A 9 —6 石岡商 


水海道二高巧—3石岡二高 A 
八郷高 A . 日—4 埋間高 B 
▽同準決勝 

石岡二高 B 巧 —3 を間高 A 
水海道二高7 —4 石岡二高 A 
▽同決勝 

水お道二 lf 6—3>,4 石岡二高 
高 A IV 目11 ^ A 

▽男子準々ホ勝 ( U 月、腺田巿) 

麻生高 A U —9 勝田生巧隊 

石岡二局 B W —8 巧お大 

茨' 苑ク如 IW 麻生高 B 

自衛隊勝田 M —9 真壁高 

▽同準み勝 

麻生高 A n —6 石岡.一高 B 
巧苑ク巧•自衛隊勝田 
▽同3位ホを戦 

石岡二局 B S — U 自衛隊席田 
▽同み勝 

麻生高 A のな U ) 巧を苑ク 

実業団は勝田自衛隊 
クラブは巧苑ク 

' 旧巧が年度実業団 .クラブ 大会 
( W 月 W 日巧勝田自街隊) 

▽ま業团準巧勝 ( U 1回戦) 

日立製作所す戦勝 T C M 
勝田自衛隊原モカ研 
▽同決勝 

勝田自衛隊如 1 C 日立製作巧 
▽クラブリーグ 
巧苑クお一7流通経大 
亀丘ク win 流通経大 
巧苑ク巧— U 亀丘ク. 


川原代町が優勝 

第2回竜ケ崎市お合選手権 (W 
月、竜ヶ崎一高) 

▽男子準決勝 

川原巧町の IU T C M 
流通経大 WIW ヤンダース 
▽同決勝 

川原代町？流通経大 

帝 タイガース.四 谷商勝つ 

(男子) (女子〕 

ををお化地区選手権大会 (9 月 
早稲田学院一 
▽ち子準決勝 

^タィガー旅ん井.草 
早院クの IW 波タク 
▽同決勝 

巧タイガー WI 2 早院ク 

▽女子決勝卜—ナメント準ホ勝 
四ハ合商 814 朝霞髙 
池袋商 U 13 •赤羽商 
V 同決勝 

四ハ合商 5—4 池袋商 

秋の大学定期戦 

▽第2回広島商大 j 松山商大 (U 
月1日*松山商大〕 

広島商大 W 打 U ぶ松山商大 
対戦成績はぶ島商大の1勝1分 
▽第1回日体大—大阪体大 ( U 月 
K 日.大阪府立体育をお) 

日体大巧大阪体大 


▽第 W 回立教—法政 ( U 月巧日" 

法政大) 

立教冕 u)s 法政 

立教の勝利は2年ぶり 
▽第8回中央—東北学院 ( U 月別. 
日•中央) 

中大巧東化学院 
▽第8回早慶明 ( U 月 W 日•早大) 
早大苗 U ぶ明大 
慶大 S 巧 u ) s 明大 

早至(巧若慶大 

早大は2年連続6度目の優勝 

大阪経済大が 優勝 

▽関西学生新人戦決勝 ( U 月•阪 
大) 

大阪経大 wg 。 一6 桃 山 学院 

fe Trw ことしもいよ L よ押しつ 
まりました。いろんなこ 
編 一 後 とがありました。 

世界選手権の中止が一番大きな 
ことでしよぅ。今号には国体の高 
校還抜の問題をないました。ほと 
んどの所から原稿を頂きました。. 
賛否両論ある中で、共通した悩み 
があります。これはナショナルチ 
1ム作りのとき、協会がぶつかる 
問題と同じでず。本誌次号は二月 
一日に発巧しまず。どぅぞよいお 
年をおむかえ下さい。 ( TF ) 
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ミシンはマークで 

お選び下さい 
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